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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると決定することと、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるという前記決定に少なくとも
部分的に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するチャネル状態情報
（ＣＳＩ）報告設定を決定することと、ここにおいて、前記ＣＳＩ報告設定は、前記少な
くとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中にＣＳＩを報告することを備え、前記
ＣＳＩは、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する測定に基づく、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの前記休止時間期間の間の前記少なくとも１
つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定設定を決定するこ
とと、
　前記ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定設定にしたがって、前記休止時間期間中に前
記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ－ＲＳ測定を実行することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定および前記決定されたＣＳＩ報告設定にさらに基づいて、前記休
止時間期間の間のＣＳＩを報告することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】



(2) JP 6285039 B2 2018.2.28

10

20

30

40

50

　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定設定を決定することは、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する発見基準信号設定に少なくとも部分
的に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリア上でのＣＳＩ－ＲＳ送信のため
のスケジュールを決定すること、
　を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの前記休止時間期間中に近隣セカンダリキャ
リアの少なくとも１つのＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を測定することと、
　前記近隣セカンダリキャリアの前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ測定、および前記決
定されたＣＳＩ報告設定にさらに基づいて、ＣＳＩを報告することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記近隣セカンダリキャリアが、前記近隣セカンダリキャリアの物理セルインデックス
に少なくとも部分的に基づいて、前記休止時間期間中に前記少なくとも１つのＣＳＩ－Ｒ
Ｓを測定するために識別される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記報告されたＣＳＩは、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアのチャネル測定、
前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの干渉測定、またはそれらの組み合わせ、のう
ちの１つまたは複数を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　第１の基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記第１の基地局で、プライマリキャリアおよびセカンダリキャリアを使用する通信の
ために設定された第１のユーザ機器（ＵＥ）を識別することと、
　前記セカンダリキャリアが休止中であると決定することと、
　前記セカンダリキャリアの少なくとも１つの休止時間期間の間、前記セカンダリキャリ
ア上で基準信号を送信するためのスケジュールを調整することと、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中にＣＳＩ報告を受信するこ
とと、ここにおいて、前記ＣＳＩ報告は、前記セカンダリキャリアに関する測定に基づく
、
　を備える方法。
【請求項８】
　前記基準信号が、セル特有基準信号（ＣＲＳ）、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）、またはそれらの組み合わせ、のうちの１つ
または複数を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記スケジュールを調整することは、
　前記セカンダリキャリアが休止中であると決定したことに基づいて、前記基準信号の送
信の時間周波数を低減することを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記プライマリキャリアは、第２の基地局によって送信される、請求項７に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記ＵＥから、少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を受信することをさ
らに備え、前記少なくとも１つのＣＳＩ報告が、前記セカンダリキャリアの前記休止時間
期間の間の近隣セカンダリキャリアに関連する情報を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると決定するための手段と、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるという前記決定に少なくとも
部分的に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するチャネル状態情報
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（ＣＳＩ）報告設定を決定するための手段と、ここにおいて、前記ＣＳＩ報告設定は、前
記少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中にＣＳＩを報告することを備え
、前記ＣＳＩは、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する測定に基づく、
　を備える装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの前記休止時間期間の間の前記少なくとも１
つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定設定を決定するた
めの手段と、
　前記ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定設定にしたがって、前記休止時間期間中に前
記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ－ＲＳ測定を実行するための手段
と、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定および前記決定されたＣＳＩ報告設定にさらに基づいて、前記休
止時間期間の間のＣＳＩを報告するための手段と、
　をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定設定を決定するための手段は、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する発見基準信号設定に少なくとも部分
的に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリア上でのＣＳＩ－ＲＳ送信のため
のスケジュールを決定するための手段、
　を備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの前記休止時間期間中に近隣セカンダリキャ
リアの少なくとも１つのＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を測定するための手段と、
　前記近隣セカンダリキャリアの前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ測定、および前記決
定されたＣＳＩ報告設定にさらに基づいて、ＣＳＩを報告するための手段と、
　をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記近隣セカンダリキャリアが、前記近隣セカンダリキャリアの物理セルインデックス
に少なくとも部分的に基づいて、前記休止時間期間中に前記少なくとも１つのＣＳＩ－Ｒ
Ｓを測定するために識別される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記報告されたＣＳＩは、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアのチャネル測定、
前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの干渉測定、またはそれらの組み合わせ、のう
ちの１つまたは複数を備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　第１の基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プライマリキャリアおよびセカンダリキャリアを使用する通信のために設定された第１
のユーザ機器（ＵＥ）を識別するための手段と、
　前記セカンダリキャリアが休止中であると決定するための手段と、
　前記セカンダリキャリアの少なくとも１つの休止時間期間の間、前記セカンダリキャリ
ア上で基準信号を送信するためのスケジュールを調整するための手段と、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中に、前記ＵＥからチャネル
状態情報（ＣＳＩ）報告を受信するための手段と、ここにおいて、前記ＣＳＩ報告は、前
記セカンダリキャリアに関する測定に基づく、
　を備える装置。
【請求項１９】
　前記基準信号が、セル特有基準信号（ＣＲＳ）、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）、またはそれらの組み合わせ、のうちの１つ
または複数を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
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　前記スケジュールを調整するための手段は、前記セカンダリキャリアが休止中であると
決定したことに基づいて、前記基準信号の送信の時間周波数を低減する、請求項１８に記
載の装置。
【請求項２１】
　前記プライマリキャリアは、第２の基地局によって送信される、請求項１８に記載の装
置。
【請求項２２】
　前記ＵＥから、少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を受信するための手
段をさらに備え、前記少なくとも１つのＣＳＩ報告が、前記セカンダリキャリアの前記休
止時間期間の間の近隣セカンダリキャリアに関連する情報を備える、請求項１８に記載の
装置。
【請求項２３】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、システムにおいて
、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記プロセッサによって実行されるとき、前記命令は、前記装置に、
　少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると決定することと、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるという前記決定に少なくとも
部分的に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するチャネル状態情報
（ＣＳＩ）報告設定を決定することと、ここにおいて、前記ＣＳＩ報告設定は、前記少な
くとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中にＣＳＩを報告することを備え、前記
ＣＳＩは、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する測定に基づく、
　を行わせるように動作可能である装置。
【請求項２４】
　前記命令は、前記装置に、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの前記休止時間期間の間の前記少なくとも１
つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定設定を決定するこ
とと、
　前記ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定設定にしたがって、前記休止時間期間中に前
記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ－ＲＳ測定を実行することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定および前記決定されたＣＳＩ報告設定にさらに基づいて、前記休
止時間期間の間のＣＳＩを報告することと、
　を行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項２３に記載の
装置。
【請求項２５】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定設定を決定することは、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する発見基準信号設定に少なくとも部分
的に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリア上でのＣＳＩ－ＲＳ送信のため
のスケジュールを決定すること、
　を備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記命令は、前記装置に、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの前記休止時間期間中に近隣セカンダリキャ
リアの少なくとも１つのＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を測定することと、
　前記近隣セカンダリキャリアの前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ測定、および前記決
定されたＣＳＩ報告設定にさらに基づいて、ＣＳＩを報告することと、
　を行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項２３に記載の
装置。
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【請求項２７】
　前記近隣セカンダリキャリアが、前記近隣セカンダリキャリアの物理セルインデックス
に少なくとも部分的に基づいて、前記休止時間期間中に前記少なくとも１つのＣＳＩ－Ｒ
Ｓを測定するために識別される、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記報告されたＣＳＩは、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアのチャネル測定、
前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの干渉測定、またはそれらの組み合わせ、のう
ちの１つまたは複数を備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２９】
　第１の基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、システムにおいて、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記プロセッサによって実行されるとき、前記命令は、前記装置に、
　プライマリキャリアおよびセカンダリキャリアを使用する通信のために設定された第１
のユーザ機器（ＵＥ）を識別することと、
　前記セカンダリキャリアが休止中であると決定することと、
　前記セカンダリキャリアの少なくとも１つの休止時間期間の間、前記セカンダリキャリ
ア上で基準信号を送信するためのスケジュールを調整することと、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中に、前記ＵＥからチャネル
状態情報（ＣＳＩ）報告を受信することと、ここにおいて、前記ＣＳＩ報告は、前記セカ
ンダリキャリアに関する測定に基づく、
　を行わせるように動作可能である装置。
【請求項３０】
　前記基準信号が、セル特有基準信号（ＣＲＳ）、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）、またはそれらの組み合わせ、のうちの１つ
または複数を備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記スケジュールを調整することは、
　前記セカンダリキャリアが休止中であると決定したことに基づいて、前記基準信号の送
信の時間周波数を低減することを備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　前記プライマリキャリアは、第２の基地局によって送信される、請求項２９に記載の装
置。
【請求項３３】
　前記命令は、前記装置に、
　前記ＵＥから、少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を受信することを行
わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記少なくとも１つのＣＳ
Ｉ報告が、前記セカンダリキャリアの前記休止時間期間の間の近隣セカンダリキャリアに
関連する情報を備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３４】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的なコン
ピュータ可読媒体であって、前記コードは、
　少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると決定することと、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるという前記決定に少なくとも
部分的に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するチャネル状態情報
（ＣＳＩ）報告設定を決定することと、ここにおいて、前記ＣＳＩ報告設定は、前記少な
くとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中にＣＳＩを報告することを備え、前記
ＣＳＩは、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する測定に基づく、
　を行うようにプロセッサによって実行可能である命令を備える非一時的なコンピュータ
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可読媒体。
【請求項３５】
　基地局におけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的なコンピュータ可読
媒体であって、前記コードは、
　プライマリキャリアおよびセカンダリキャリアを使用する通信のために設定された第１
のユーザ機器（ＵＥ）を識別することと、
　前記セカンダリキャリアが休止中であると決定することと、
　前記セカンダリキャリアの少なくとも１つの休止時間期間の間、前記セカンダリキャリ
ア上で基準信号を送信するためのスケジュールを調整することと、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中に、前記ＵＥからチャネル
状態情報（ＣＳＩ）報告を受信することと、ここにおいて、前記ＣＳＩ報告は、前記セカ
ンダリキャリアに関する測定に基づく、
　を行うようにプロセッサによって実行可能である命令を備える非一時的なコンピュータ
可読媒体。

【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、２０１４年１２月１１日付で出願された、「Indication of Cell
 Mode and CSI Feedback Rules for Cell On-Off Procedure」という題名の、Damnjanovi
c等による米国特許出願第１４／５６７，８５５号、および２０１４年１月１７日付で出
願された、「Indication of Cell Mode and CSI Feedback Rules for Cell On-Off Proce
dure」という題名の、Damnjanovic等による米国仮特許出願第６１／９２８，９４８号に
基づく優先権を主張し、これらの各々は、この譲受人に譲渡される。
【０００２】
　［背景技術］
【技術分野】
【０００３】
　[0002]以下は概して、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、キャリアアグリゲーシ
ョン環境における休止中セル（dormant cell）に関するセルモードインジケーションおよ
び報告に関する。
【背景技術】
【０００４】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャスト等のような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するように広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数
、および電力）を共有することによって多数のユーザとの通信をサポートする能力を有す
る多元接続システムでありうる。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続
（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（Ｆ
ＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００５】
　[0004]概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が多数のモバイルデバイスの
ための通信を同時にサポートするいくつかの基地局を含むことができる。基地局は、ダウ
ンストリームおよびアップストリームリンク上でモバイルデバイスと通信することができ
る。各基地局はカバレッジ範囲を有し、それはセルのカバレッジエリアと称されうる。い
くつかのケースでは、カバレッジエリアが多数のセルにさらに細かく分割されうる（subd
ivided）。またいくつかのケースでは、基地局が利用可能なスペクトルの異なる部分上で
多数のコンポーネントキャリアを送信することができる。これらのコンポーネントキャリ
アはまた、セルとも称されうる。
【０００６】
　[0005]ＵＥは、１つよりも多いキャリアによってサービス提供されうる。いくつかのケ
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ースでは、ＵＥは、単一の基地局から送信された多数のキャリアによってサービス提供さ
れ得、他のケースでは、ＵＥは、１つよりも多い基地局から送信された多数のキャリアに
よってサービス提供されうる。１つよりも多いキャリアがＵＥにサービス提供するように
設定されるとき、その設定されたキャリアのうちの１つまたは複数がＵＥにデータを送信
しないことがある期間が存在しうる。キャリアがＵＥに送信すべきデータを有さないとき
に制御情報または基準信号（reference signal）を送信し続けることは結果として、基地
局およびＵＥのためのリソースの非効率な使用をもたらす。例えば、基地局は、信号を送
信するために送信電力を使用し得、ＵＥは、その送信された信号を受信するためにバッテ
リおよび処理電力を使用しうる。
【発明の概要】
【０００７】
　[0006]説明される特徴は概して、キャリアアグリゲーション環境における休止中セルに
関する、動的なセルモードインジケーション、ならびにチャネルおよび干渉フィードバッ
クを報告することのための１つまたは複数の改善されたシステム、方法、または装置に関
する。いくつかの実施形態では、１つまたは複数のセカンダリセルに関するキャリアのた
めのセルモードのインジケータが、送信メカニズム（例えば、ブロードキャスト、ユニキ
ャスト、マルチキャスト等）を使用して（例えば、周期的または非周期的に）送られ、示
された期間内にアクティブまたは休止サブ期間を設定することができる。いくつかのケー
スでは、セカンダリセルに関するセルモードのインジケータはプライマリセルのキャリア
上で送信されうるか、またはそのインジケータはセカンダリセルのキャリア上で送信され
うる。予め決定された時間期間の間の休止はまた、セルモードインジケータの存在または
不在によっても示されうる。
【０００８】
　[0007]いくつかの実施形態は、休止中セカンダリセルに関するチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告を管理することを対象としている。ＣＳＩ測定が、休止中セカンダリセルに関連
付けられたキャリアに関して生じるとき、ＵＥは、休止期間の間のＣＳＩを報告する、休
止期間の間のＣＳＩ報告を抑制する、休止期間の間の（例えば、周期的な報告のための）
報告周波数を調整する、または休止期間のいくつかのタイプのＣＳＩは送信し、他のタイ
プのＣＳＩは送信しない（例えば、周期的なものは報告し、非周期的なものは抑制する、
等）ことがある。報告されたＣＳＩは、セカンダリセルが休止中であったときのＣＳＩ測
定に基づきうるか、またはセカンダリセルがアクティブであったときに行われた前のＣＳ
Ｉ測定に基づきうる。
【０００９】
　[0008]少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるというインジケーションの
ために、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアのうちから１つ
のキャリアをモニタリングすることと、そのインジケーションに基づいて、少なくとも１
つのセカンダリキャリアが休止中であるかどうかを決定することと、を備えるワイヤレス
通信の方法が説明される。
【００１０】
　[0009]少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるというインジケーションの
ために、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアのうちから１つ
のキャリアをモニタリングするための手段と、そのインジケーションに基づいて、少なく
とも１つのセカンダリキャリアが休止中であるかどうかを決定するための手段と、を備え
るワイヤレス通信のための装置が説明される。
【００１１】
　[0010]プロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された
命令と、を備えるワイヤレス通信のための装置もまた説明されており、命令は、少なくと
も１つのセカンダリキャリアが休止中であるというインジケーションのために、プライマ
リキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアのうちから１つのキャリアをモニ
タリングすることと、そのインジケーションに基づいて、少なくとも１つのセカンダリキ
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ャリアが休止中であるかどうかを決定することと、をプロセッサによって実行可能である
。
【００１２】
　[0011]少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるというインジケーションの
ために、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアのうちから１つ
のキャリアをモニタリングすることと、そのインジケーションに基づいて、少なくとも１
つのセカンダリキャリアが休止中であるかどうかを決定することと、を実行可能な、ワイ
ヤレス通信のための命令を記憶する非一時的なコンピュータ可読媒体。
【００１３】
　[0012]少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるかどうかを決定することが
、インジケーションの存在に基づいて、少なくとも１つのセカンダリキャリアが予め決定
された時間期間の間休止中であることを決定することを備える上記のような方法、装置、
および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００１４】
　[0013]少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるかどうかを決定することが
、キャリアモードインジケータの不在に基づいて、少なくとも１つのセカンダリキャリア
が予め決定された時間期間の間休止中であることを決定することを備える上記のような方
法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００１５】
　[0014]キャリアをモニタリングすることが、インジケーションを備えるダウンリンク制
御情報（ＤＣＩ）のために、予め定義された時間インターバルでキャリアの探索空間をモ
ニタリングすることを備える上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可
読媒体もまた説明される。
【００１６】
　[0015]予め決定された時間期間が１つまたは複数の無線フレームを備える上記のような
方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００１７】
　[0016]キャリアがインジケーションのためにモニタリングされるキャリアを備える上記
のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００１８】
　[0017]少なくとも１つのセカンダリキャリアおよびインジケーションのためにモニタリ
ングされるキャリアが異なるキャリアを備える上記のような方法、装置、および非一時的
なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００１９】
　[0018]インジケーションのためにモニタリングすることが、少なくともセカンダリキャ
リアのアクティブ化状態に基づく上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュー
タ可読媒体もまた説明される。
【００２０】
　[0019]少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると決定することと、少なく
とも１つのセカンダリキャリアが休止中であるという決定に少なくとも部分的に基づいて
、少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告設定（
reporting configuration）を決定することと、を備えるワイヤレス通信の方法が説明さ
れる。
【００２１】
　[0020]少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると決定するための手段と、
少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるという決定に少なくとも部分的に基
づいて、少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告
設定を決定するための手段と、を備えるワイヤレス通信のための装置もまた説明される。
【００２２】
　[0021]プロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された
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命令と、を備えるワイヤレス通信のための装置もまた説明されており、命令は、少なくと
も１つのセカンダリキャリアが休止中であると決定することと、少なくとも１つのセカン
ダリキャリアが休止中であるという決定に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つ
のセカンダリキャリアに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告設定を決定することと、
をプロセッサによって実行可能である。
【００２３】
　[0022]少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると決定することと、少なく
とも１つのセカンダリキャリアが休止中であるという決定に少なくとも部分的に基づいて
、少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告設定を
決定することと、を実行可能な、ワイヤレス通信のための命令を記憶する非一時的なコン
ピュータ可読媒体。
【００２４】
　[0023]ＣＳＩ報告設定が、周期的なＣＳＩ報告または非周期的なＣＳＩ報告のうちの１
つまたは複数、あるいはそれらの組み合わせのために、少なくとも１つのセカンダリキャ
リアに関するＣＳＩ報告を抑制することを備える上記のような方法、装置、および非一時
的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００２５】
　[0024]ＣＳＩ報告設定が、少なくとも１つのセカンダリキャリアが非休止中であった少
なくとも１つの時間期間中の少なくとも１つのセカンダリキャリアのチャネル測定に基づ
いて、少なくとも１つのセカンダリキャリアの第１の休止時間期間の間のＣＳＩを報告す
ることを備える上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた
説明される。
【００２６】
　[0025]ＣＳＩ報告設定は、少なくとも１つの時間期間からのチャネル測定を平均化する
ことをさらに備える上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体も
また説明される。
【００２７】
　[0026]少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間の間の少なくとも１つのセ
カンダリキャリアに関するＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定設定を決定することと、
ＣＳＩ－ＲＳ測定設定にしたがって休止時間期間中に、少なくとも１つのセカンダリキャ
リアに関するＣＳＩ－ＲＳ測定を実行することと、ＣＳＩ－ＲＳ測定および決定されたＣ
ＳＩ報告設定に基づいて、休止時間期間の間のＣＳＩを報告することと、をさらに備える
上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００２８】
　[0027]ＣＳＩ－ＲＳ測定設定を決定することが、少なくとも１つのセカンダリキャリア
に関する発見基準信号設定に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つのセカンダリ
キャリア上でのＣＳＩ－ＲＳ送信に関するスケジュールを決定することを備える上記のよ
うな方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００２９】
　[0028]少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中に、近隣セカンダリキャ
リアの少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳを測定することと、近隣セカンダリキャリアの少な
くとも１つのＣＳＩ－ＲＳ測定および決定されたＣＳＩ報告設定に基づいて、ＣＳＩを報
告することと、をさらに備える上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ
可読媒体もまた説明される。
【００３０】
　[0029] 近隣セカンダリキャリアが、近隣セカンダリキャリアの物理セルインデックス
に少なくとも部分的に基づいて、休止時間期間中に少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳを測定
するために識別される上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体
もまた説明される。
【００３１】
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　[0030]ＣＳＩ報告設定が、少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中の少
なくとも１つのセカンダリキャリアに関する測定に基づいてＣＳＩを報告することを備え
る上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００３２】
　[0031]報告されたＣＳＩが、少なくとも１つのセカンダリキャリアのチャネル測定、少
なくともセカンダリキャリアの干渉測定、またはそれらの組み合わせのうちの１つまたは
複数を備える上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説
明される。
【００３３】
　[0032]基地局で、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアを含
む複数のキャリアを使用する少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）との通信のための設定
を確立することと、少なくとも１つのＵＥに、１つまたは複数のセカンダリキャリアから
の少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると示すことと、を備えるワイヤレ
ス通信の方法が説明される。
【００３４】
　[0033]基地局で、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアを含
む複数のキャリアを使用する少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）との通信のための設定
を確立するための手段と、少なくとも１つのＵＥに、１つまたは複数のセカンダリキャリ
アからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると示すための手段と、を備
えるワイヤレス通信ための装置もまた説明される。
【００３５】
　[0034]プロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された
命令と、を備えるワイヤレス通信のための装置が説明されており、命令は、基地局で、プ
ライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアを含む複数のキャリアを使
用する少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）との通信のための設定を確立することと、少
なくとも１つのＵＥに、１つまたは複数のセカンダリキャリアからの少なくとも１つのセ
カンダリキャリアが休止中であると示すことと、をプロセッサによって実行可能である。
【００３６】
　[0035]基地局で、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアを含
む複数のキャリアを使用する少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）との通信のための設定
を確立することと、少なくとも１つのＵＥに、１つまたは複数のセカンダリキャリアから
の少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると示すことと、を実行可能な、ワ
イヤレス通信のための命令を記憶する非一時的なコンピュータ可読媒体。
【００３７】
　[0036]１つまたは複数のセカンダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリ
アが休止中であると示すことが、１つまたは複数のセカンダリキャリアからの少なくとも
１つのセカンダリキャリアが予め決定された時間期間の間、休止中であるというインジケ
ーションを送信することを備える上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュー
タ可読媒体もまた説明される。
【００３８】
　[0037]インジケーションを送信することが、１つまたは複数のセカンダリキャリアに関
連付けられた探索空間において、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信することを備え
る上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００３９】
　[0038]探索空間が少なくとも１つのＵＥ関して共通の探索空間を備える上記のような方
法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００４０】
　[0039]ＤＣＩがＤＣＩフォーマット１Ｃにしたがって送信される上記のような方法、装
置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００４１】
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　[0040]インジケーションを送信することが、少なくとも１つのセカンダリキャリアとは
異なるキャリアによってインジケーションを送信することを備える上記のような方法、装
置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００４２】
　[0041]インジケーションを送信することが、少なくとも１つのセカンダリキャリアによ
ってインジケーションを送信することを備える上記のような方法、装置、および非一時的
なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００４３】
　[0042]１つまたは複数のセカンダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリ
アが休止中であると示すことが、１つまたは複数のセカンダリキャリアからの少なくとも
１つのセカンダリキャリアが非休止中であるという周期的なインジケーションの送信を省
略することを備える上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体も
また説明される。
【００４４】
　[0043]第１の基地局で、プライマリキャリアおよびセカンダリキャリアを使用する通信
のために設定された第１のユーザ機器（ＵＥ）を識別することと、セカンダリキャリアが
休止中であると決定することと、セカンダリキャリアの少なくとも１つの休止時間期間の
間、セカンダリキャリア上で基準信号を送信するためのスケジュールを調整することと、
を備えるワイヤレス通信の方法が説明される。
【００４５】
　[0044]第１の基地局で、プライマリキャリアおよびセカンダリキャリアを使用する通信
のために設定された第１のユーザ機器（ＵＥ）を識別するための手段と、セカンダリキャ
リアが休止中であると決定するための手段と、セカンダリキャリアの少なくとも１つの休
止時間期間の間、セカンダリキャリア上で基準信号を送信するためのスケジュールを調整
するための手段と、を備えるワイヤレス通信のための装置もまた説明される。
【００４６】
　[0045]プロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された
命令と、を備えるワイヤレス通信のための装置が説明されており、命令は、第１の基地局
で、プライマリキャリアおよびセカンダリキャリアを使用する通信のために設定された第
１のユーザ機器（ＵＥ）を識別することと、セカンダリキャリアが休止中であると決定す
ることと、セカンダリキャリアの少なくとも１つの休止時間期間の間、セカンダリキャリ
ア上で基準信号を送信するためのスケジュールを調整することと、をプロセッサによって
実行可能である。
【００４７】
　[0046]第１の基地局において、プライマリキャリアおよびセカンダリキャリアを使用す
る通信のために設定された第１のユーザ機器（ＵＥ）を識別することと、セカンダリキャ
リアが休止中であると決定することと、セカンダリキャリアの少なくとも１つの休止時間
期間の間、セカンダリキャリア上で基準信号を送信するためのスケジュールを調整するこ
とと、を実行可能な、ワイヤレス通信のための命令を記憶する非一時的なコンピュータ可
読媒体。
【００４８】
　[0047]基準信号が、セル特有基準信号（ＣＲＳ）、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ
－ＲＳ）、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）、またはそれらの組み合わせ、のうちの１
つまたは複数を備える上記のような方法、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体
もまた説明される。
【００４９】
　[0048]スケジュールを調整することが、セカンダリキャリアが休止中であると決定する
ことに基づいて、基準信号の送信の時間周波数を低減することを備える上記のような方法
、装置、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００５０】
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　[0049]基準信号を送信するためのスケジュールを調整することが、セカンダリキャリア
に関する発見基準信号設定に基づいて、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）に関
する送信スケジュールを決定することを備える上記のような方法、装置、および非一時的
なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００５１】
　[0050]プライマリキャリアが第２の基地局によって送信される上記のような方法、装置
、および非一時的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００５２】
　[0051]ＵＥから、少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を受信することを
さらに備え、少なくとも１つのＣＳＩ報告が、セカンダリキャリアの休止時間期間の間の
近隣セカンダリキャリアに関連する情報を備える上記のような方法、装置、および非一時
的なコンピュータ可読媒体もまた説明される。
【００５３】
　[0052]説明される方法および装置の適用性のさらに先の（further）範囲は、以下の詳
細な説明、請求項、および図面から明らかとなるであろう。説明の範囲および趣旨内の様
々な変更および修正が当業者に明らかとなるであろうことから、詳細な説明および具体的
な例は、例示のみを目的として与えられている。
【００５４】
　[0053]本発明の本質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって
実現されうる。添付された図において、類似のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラ
ベルを有することができる。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベル
に、類似のコンポーネントを区別するダッシュと第２のラベルとを後続させることによっ
て区別されうる。本明細書で第１の参照ラベルのみが使用されている場合、その説明は、
第２の参照ラベルに関わらず、同じ第１の参照ラベルを有する類似のコンポーネントのど
れにも（anyone）適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】様々な実施形態にしたがったワイヤレス通信システムの例を例示している。
【図２】様々な実施形態にしたがった、ＵＥにサービス提供する多数のコンポーネントキ
ャリアを用いるワイヤレス通信システムの例を例示している。
【図３】様々な実施形態にしたがった、従来のサブフレームおよび休止中サブフレームの
図を図示している。
【図４Ａ】様々な実施形態にしたがった、キャリアのいくつかのサブフレームが休止中で
あるというインジケーションの図を図示している。
【図４Ｂ】様々な実施形態にしたがった、キャリアのいくつかのサブフレームが休止中で
あるというインジケーションの図を図示している。
【図５Ａ】様々な実施形態にしたがった休止中サブフレームに基づくＣＳＩ報告設定の図
を図示している。
【図５Ｂ】様々な実施形態にしたがった休止中サブフレームに基づくＣＳＩ報告設定の図
を図示している。
【図６】様々な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信システムにおける休止中キャリア
に関するオーバヘッドシグナリングを低減するためのデバイスを図示している。
【図７】様々な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信システムにおける休止中キャリア
に関するオーバヘッドシグナリングを低減するためのデバイスを図示している。
【図８】様々な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信システムにおける休止中キャリア
に関するオーバヘッドシグナリングを低減するためのデバイスを図示している。
【図９】様々な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信システムにおける休止中キャリア
に関するオーバヘッドシグナリングを低減するためのデバイスを図示している。
【図１０】様々な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信システムにおける休止中キャリ
アに関するオーバヘッドシグナリングを低減するためのデバイスを図示している。
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【図１１Ａ】様々な実施形態にしたがった、ＵＥで、ワイヤレス通信システムにおける休
止中キャリアに関するオーバヘッドシグナリングを低減するための方法を例示しているフ
ローチャートを図示している。
【図１１Ｂ】様々な実施形態にしたがった、ＵＥで、ワイヤレス通信システムにおける休
止中キャリアに関するオーバヘッドシグナリングを低減するための方法を例示しているフ
ローチャートを図示している。
【図１２】様々な実施形態にしたがった、ＣＳＩ報告を設定するための方法を例示してい
るフローチャートを図示している。
【図１３Ａ】様々な実施形態にしたがった、基地局で、ワイヤレス通信システムにおける
休止中キャリアに関するオーバヘッドシグナリングを低減するための方法を例示している
フローチャートを図示している。
【図１３Ｂ】様々な実施形態にしたがった、基地局で、ワイヤレス通信システムにおける
休止中キャリアに関するオーバヘッドシグナリングを低減するための方法を例示している
フローチャートを図示している。
【図１４】様々な実施形態にしたがった、基地局で、ワイヤレス通信システムにおける休
止中キャリアに関するオーバヘッドシグナリングを低減するための方法を例示しているフ
ローチャートを図示している。
【詳細な説明】
【００５６】
　[0070]キャリアアグリゲーション環境における休止中セルに関する、動的なセルモード
インジケーション、ならびにチャネルおよび干渉フィードバックを報告することのための
システム、方法、または装置が説明される。いくつかの実施形態では、１つまたは複数の
セカンダリセルに関するセルモードのインジケータが、送信メカニズム（例えば、ブロー
ドキャスト、ユニキャスト、マルチキャスト、等）を使用して、例えば周期的または非周
期的に送られ、示された期間内にアクティブまたは休止サブ期間を設定することができる
。いくつかのケースでは、セカンダリセルに関するセルモードのインジケータはプライマ
リセルのキャリア上で送信されうるか、またはそのインジケータはセカンダリセルのキャ
リア上で送信されうる。予め決定された時間期間の間の休止はまた、セルモードインジケ
ータの存在または不在によっても示されうる。
【００５７】
　[0071]いくつかの実施形態は、休止中セカンダリセルに関するチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告を管理することを対象としている。ＣＳＩ測定が、休止中セカンダリセルに関連
付けられたキャリアに関して生じるとき、ＵＥは、休止期間の間のＣＳＩを報告する、休
止期間の間のＣＳＩ報告を抑制する、休止期間の間の（例えば、周期的な報告のための）
報告周波数を調整する、または休止期間のいくつかのタイプのＣＳＩは送信し、他のタイ
プのＣＳＩは送信しない（例えば、周期的なものは報告し、非周期的なものは抑制する、
等）ことがある。報告されたＣＳＩは、セカンダリセルが休止中であったときのＣＳＩ測
定に基づきうるか、またはセカンダリセルがアクティブであったときに行われた前のＣＳ
Ｉ測定に基づきうる。
【００５８】
　[0072]以下の説明は例を提供しており、請求項において述べられている範囲、適用性、
または構成の限定ではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく、論じられて
いる要素の機能および配置において変更がなされうる。様々な実施形態が、様々な手順ま
たはコンポーネントを適宜省略、置換、または追加することができる。例えば、説明され
ている方法は、説明されているものとは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加
、省略、あるいは組み合わせられうる。また、ある特定の実施形態に関して説明されてい
る特徴は、他の実施形態でも組み合されうる。
【００５９】
　[0073]図１は、様々な実施形態にしたがったワイヤレス通信システム１００の例を例示
している。システム１００は、基地局１０５、ユーザ機器（ＵＥ）１１５としても知られ
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る通信デバイス、およびコアネットワーク１３０を含む。基地局１０５は、様々な実施形
態において、コアネットワーク１３０または基地局１０５の一部でありうる基地局コント
ローラ（図示せず）の制御下で通信デバイス１１５と通信することができる。基地局１０
５は、バックホールリンク１３２を通じて、コアネットワーク１３０と制御情報またはユ
ーザデータを通信することができる。複数の実施形態において、基地局１０５は、直接的
または間接的のどちらかで、有線またはワイヤレス通信リンクでありうるバックホールリ
ンク１３４をわたって互いに通信することができる。システム１００は、多数のキャリア
（異なる周波数の波形信号）上の動作をサポートすることができる。マルチキャリア送信
機は、その多数のキャリア上で同時に変調された信号を送信することができる。例えば、
各通信リンク１２５は、上で説明された様々な無線技術にしたがって変調されたマルチキ
ャリア信号でありうる。各変調された信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報（
例えば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバヘッド情報、データ等を搬送することが
できる。
【００６０】
　[0074]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレスに通信することができる。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的エ
リア１１０のための通信カバレッジを提供することができる。いくつかの実施形態では、
基地局１０５が、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシー
バ、基本サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノー
ドＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適した専門用
語で称されうる。基地局のためのカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリアの一部の
みを設定するセクタ（図示せず）に分けられうる。「セル」という用語は、基地局、基地
局に関連付けられたキャリア、または基地局のカバレッジエリア（例えば、センサ等）を
説明するように使用されうる３ＧＰＰ（登録商標）の用語である。システム１００は、異
なるタイプの基地局１０５（例えば、マクロ、マイクロ、またはピコ基地局）を含むこと
ができる。異なる技術に対して重複するカバレッジエリアが存在しうる。
【００６１】
　[0075]複数の実施形態において、システム１００は、ＬＴＥ（登録商標）／ＬＴＥ－Ａ
ネットワークである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
およびＵＥという用語が概して、基地局１０５およびデバイス１１５をそれぞれ説明する
ために使用されうる。システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域のた
めのカバレッジを提供する異機種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでありうる。例えば、
各ｅＮＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、または他のタイプのセルに通
信カバレッジを提供することができる。マクロセルは概して、比較的広い地理的エリア（
例えば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダへのサービス加入を
有するＵＥによる制限のないアクセスを可能にしうる。ピコセルは概して、比較的それよ
り狭い地理的エリアをカバーし、ネットワークプロバイダへのサービス加入を有するＵＥ
による制限のないアクセスを可能にしうる。フェムトセルもまた、概して、比較的狭い地
理的エリア（例えば、家）をカバーし、制限のないアクセスに加え、フェムトセルとのア
ソシエーションを有するＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、
家の中のユーザのためのＵＥ、等）による制限されたアクセスを提供することができる。
マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと称されうる。ピコセルのためのｅＮＢは、
ピコｅＮＢと称されうる。また、フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたは
ホームｅＮＢと称されうる。ｅＮＢは、１つまたは多数の（例えば、２つ、３つ、４つ、
等の）セルをサポートすることができる。
【００６２】
　[0076]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（例えば、Ｓ１等）を介してｅ
ＮＢ１０５と通信することができる。ｅＮＢ１０５はまた、例えば直接的または間接的に
、バックホール１３４（例えば、Ｘ２等）を介してまたはバックホールリンク１３２を介
して（例えば、コアネットワーク１３０を通じて）、互いに通信することもできる。ワイ
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ヤレス通信システム１００は、同期または非同期動作をサポートすることができる。同期
動作では、ｅＮＢは類似のフレームタイミングを有することができ、異なるｅＮＢからの
送信が時間的に近似に整列されうる。非同期動作では、ｅＮＢは異なるフレームタイミン
グを有することができ、異なるｅＮＢからの送信は、時間的に整列されないことがある。
本明細書で説明されている技法は、同期または非同期のいずれかの動作に使用されうる。
【００６３】
　[0077]様々な開示されている実施形態のうちのいくつかに順応することができる（acco
mmodate）通信ネットワークは、層状プロトコルスタックにしたがって動作するパケット
に基づくネットワークでありうる。ユーザプレーンでは、ベアラまたはパケットデータコ
ンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤおける通信は、ＩＰベースでありうる。無
線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネルをわたって通信するためにパケット分割
（packet segmentation）および再構築（reassembly）を実行することができる。媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、論理チャネルの優先処理（priority handling）トラン
スポートチャネルへの論理チャネルの多重化を実行することができる。ＭＡＣレイヤはま
た、リンク効率を向上させるためにＭＡＣレイヤで再送を提供するハイブリッドＡＲＱ（
ＨＡＲＱ）を使用することもできる。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プ
ロトコルレイヤは、ＵＥとユーザプレーンデータのために使用されるネットワークとの間
のＲＣＣ接続の確立、設定、および維持を提供することができる。物理レイヤで、トラン
スポートチャネルは、物理チャネルにマッピングされうる。
【００６４】
　[0078]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥ
は、固定または移動式でありうる。ＵＥ１１５はまた、モバイル局、加入者局、モバイル
ユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセ
ス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント
、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適した専門用語としても当
業者によって称されうる。ＵＥ１１５は、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤ
レスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ
、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）
局、または同様のものでありうる。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ
、中継器等と通信することが可能でありうる。
【００６５】
　[0079]システム１００で図示されている通信リンク１２５は、アップリンク（ＵＬ）キ
ャリアをわたったＵＥ１１５から基地局１０５へのＵＬ送信、またはダウンリンク（ＤＬ
）キャリアをわたった基地局１０５からＵＥ１１５へのＤＬ送信を含むことができる。ダ
ウンリンク送信は順方向リンク送信とも呼ばれ得、一方でアップリンク送信は逆リンク送
信とも呼ばれうる。いくつかのケースでは、１つよりも多いキャリアがＵＥにデータを送
信するために使用されうる。いくつかのケースでは、ＵＥは、１つよりも多い基地局から
送信を受信することができる。キャリアは、（例えば、ペアにされたスペクトルリソース
を使用する）ＦＤＤまたは（例えば、ペアにされていないスペクトルリソースを使用する
）ＴＤＤ動作を使用して、双方向通信を送信することができる。ＦＤＤに関するフレーム
構造（例えば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤに関するフレーム構造（例えば、フ
レーム構造タイプ２）が定義されうる。
【００６６】
　[0080]図２は、様々な実施形態にしたがった、ＵＥ１１５－ａが多数のリンク１２５（
例えば、リンク１２５－ａ、１２５－ｂ、１２５－ｎ、等）によってサービス提供される
状態の、ワイヤレス通信システム２００の例を例示している。多数のリンク１２５は、キ
ャリアアグリゲーションスキームにしたがって設定されうる。キャリアアグリゲーション
スキームでは、リンク１２５の各々が、１つまたは複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ
）に対応しうる。一実施形態では、リンク１２５－ａは、１つまたは複数のプライマリキ
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ャリア（例えば、プライマリセル、すなわちＰＣｅｌｌ）であり得、他のリンク（例えば
、１２５－ｂ、１２５－ｎ、等）は、１つまたは複数のセカンダリキャリア（例えば、セ
カンダリセル、すなわちＳＣｅｌｌｓ）でありうる。ＰＣｅｌｌは、プライマリダウンリ
ンクＣＣおよびアップリンクプライマリＣＣを含むことができる。ＳＣｅｌｌは、セカン
ダリダウンリンクＣＣ、および設定された場合にはセカンダリアップリンクＣＣを含むこ
とができる。ＳＣｅｌｌｓに関するスケジューリングを含む制御情報は、そのＳＣｅｌｌ
上、または異なるセル（ＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌ）上で実行されうる。いくつかのケ
ースでは、ＰＣｅｌｌ１２５－ａおよびＳＣｅｌｌｓ１２５－ｂ、１２５－ｎの両方が、
同じ基地局１０５－ａによってサポートされる。他のケースでは、ＰＣｅｌｌ１２５－ａ
が、ある基地局１０５－ａによってサポートされ得、１つまたは複数のＳＣｅｌｌｓ１２
５は、異なる基地局１０５（図示せず）によってサポートされうる。本明細書で説明され
ている技法は、１つまたは複数の基地局１０５によってサポートされる１つのＰＣｅｌｌ
および任意の数のＳＣｅｌｌｓを用いるキャリアアグリゲーションスキームに適用されう
る。
【００６７】
　[0081]いくつかのケースでは、ＳＣｅｌｌｓが、プライマリキャリア（例えば、ＰＣｅ
ｌｌ等）を使用してセルを設定することによって、個々のＵＥ１１５に関してアクティブ
化および非アクティブ化される。ＳＣｅｌｌアクティブ化および非アクティブ化は、ＭＡ
Ｃシグナリングにおいて搬送されうる。ＳＣｅｌｌが非アクティブ化されるとき、ＵＥ１
１５は、対応するダウンリンクＣＣを受信する必要がなく、対応するアップリンクＣＣに
おいて送信することもできず、チャネル品質情報（ＣＱＩ）測定を実行することも要求さ
れない。反対に、ＳＣｅｌｌがアクティブであるとき、ＵＥ１１５は、ＳＣｅｌｌに関す
る制御情報またはデータ送信を受信し、ＣＱＩ測定を実行することが可能であると予期さ
れる。アクティブ化／非アクティブ化メカニズムは、ＭＡＣ制御要素および非アクティブ
化タイマの組み合わせに基づく。ＭＡＣ制御要素は、ＳＣｅｌｌｓが個々にアクティブ化
および非アクティブ化され得、単一のアクティブ化／非アクティブ化コマンドが、ＳＣｅ
ｌｌｓのサブセットをアクティブ化／非アクティブ化することができるように、ＳＣｅｌ
ｌｓの個々のアクティブ化および非アクティブ化のためのビットマップを搬送する。一般
に、１つの非アクティブ化タイマがＳＣｅｌｌごとに維持される。いくつかのケースでは
、ＵＥのためのすべてのタイマが、ＲＲＣを介して共通の値で設定されうる。しかしなが
らＵＥは、ＳＣｅｌｌごとに１つのタイマ、または共通の値で設定されている全てのタイ
マに限定されない。
【００６８】
　[0082]ＳＣｅｌｌは、１つまたは複数のＵＥ１１５にサービス提供するように構成され
うるが、いくつかのケースでは、ＵＥ１１５に送信すべきデータを有さないことがある。
いくつかのケースでは、ＳＣｅｌｌが、データがスケジュールされない時間期間の間、休
止状態に入ることができる。休止中であるとき、セルは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接
続されたＵＥが休止キャリアを検出、測定、およびプライマリセルに報告するのに十分な
粗の（sparse）オーバヘッド信号およびチャネルを、ダウンリンクキャリア上でを送信す
ることができる。
【００６９】
　[0083]ＳＣｅｌｌの休止期間中、ＳＣｅｌｌは、ＳＣｅｌｌによってサービス提供され
る各ＵＥに関して非アクティブ化されうるだろう。しかしながら、セルアクティブ化／非
アクティブ化は、セル休止の通知をサポートするのに効率的なメカニズムではなく、セル
アクティブ化／非アクティブ化は、フレームまたはサブフレーム期間のオーダーで動的セ
ル休止をサポートすることも可能でない。例えば、粗のアクティブ化／非アクティブ化コ
マンドは、ＳＣｅｌｌによってサービス提供される各ＵＥに送られ、それらは多大なリソ
ースを消費し、各サービス提供されるＵＥの通知のためにいくつかのサブフレームまたは
それよりも多くを必要としうる（take）。さらに、ＵＥが非アクティブ化されたＳＣｅｌ
ｌｓに関するＣＱＩ測定を実行していないので、完全に休止のセルの再アクティブ化は比
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較的時間のかかるプロセスでありうる。
【００７０】
　[0084]基地局１０５またはＵＥ１１５を含む図１および２のシステムは、キャリアアグ
リゲーション環境における休止中セルに関する、動的セルモードインジケーション、なら
びにチャネルおよび干渉フィードバックを報告することのために設定されうる。いくつか
の実施形態では、１つまたは複数のＳＣｅｌｌｓに関するキャリアのためのセルモードの
インジケータが、送信メカニズム（例えば、ブロードキャスト、ユニキャスト、マルチキ
ャスト、等）を使用して、例えば周期的または非周期的に送られ、示された期間内にアク
ティブまたは休止サブ期間を設定することができる。いくつかのケースでは、ＳＣｅｌｌ
に関するセルモードのインジケータがＰＣｅｌｌのキャリア上で送信されうるか、または
そのインジケータはＳＣｅｌｌのキャリア上で送信されうる。予め決定された時間期間の
間の休止はまた、セルモードインジケータの存在または不在によって示されうる。
【００７１】
　[0085]いくつかの実施形態は、休止中ＳＣｅｌｌｓに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ
）報告を管理することを対象としている。ＣＳＩ測定が、休止中ＳＣｅｌｌに関連付けら
れたキャリアに関して生じるとき、ＵＥは、休止期間の間のＣＳＩを報告する、休止期間
の間のＣＳＩ報告を抑制する、休止期間の間の（例えば、周期的な報告のための）報告周
波数を調整する、または休止期間のいくつかのタイプのＣＳＩは送信し、他のタイプのＣ
ＳＩは送信しない（例えば、周期的なものは報告し、非周期的なものは抑制する、等）こ
とがある。報告されたＣＳＩは、ＳＣｅｌｌが休止中であったときのＣＳＩ測定に基づき
うるか、またはＳＣｅｌｌがアクティブであったときに行われた前のＣＳＩ測定に基づき
うる。
【００７２】
　[0086]図３は、様々な実施形態にしたがった、ＯＦＤＭＡダウンリンクコンポーネント
キャリア２２５に関する無線フレーム３０５の図３００を図示している。コンポーネント
キャリア２２５は、一般にトーン、ビン、または同様のものとしても称される多数（Ｋ）
の直交サブキャリア３１５に区分化されうるキャリアに利用可能な帯域幅の量をカバーす
る。各サブキャリア３１５は、データで変調されうる。１つのシンボル期間３２０をわた
った１つのサブキャリア３１５は、リソース要素３２５と称されうる。隣接するサブキャ
リア３１５間の間隔はされ得、サブキャリア３１５の合計数（Ｋ）は、システム帯域幅に
依存しうる。例えば、Ｋは、１．４、３、５、１０、１５、または２０メガヘルツ（ＭＨ
ｚ）の（ガード帯域を有する）対応するシステム帯域幅に対して、それぞれ、１５キロヘ
ルツ（ＫＨｚ）のサブキャリア間隔を伴い、７２、１８０、３００、６００、９００、ま
たは１２００に等しくありうる。システム帯域幅はまた、サブバンドに区分化されうる。
例えば、サブ帯域は、１．０８ＭＨｚをカバーし得、１、２、４、８、または１６のサブ
帯域が存在しうる。
【００７３】
　[0087]無線フレーム３０５は、１０ミリ秒（ｍｓ）の無線フレーム長を有することがで
きる。フレーム３０５は、いくつかのサブフレーム３１０に分割されうる。例えば、フレ
ーム３０５は、図３００で描写されているように１０つのサブフレーム３１０に分割され
得、ここにおいて各サブフレームは、１ｍｓの長さを有することができる。各サブフレー
ム３１０はさらに、いくつかのシンボル期間にさらに細かく分割されうる。各シンボル期
間は、単一の変調シンボルを送信するのに十分な時間の長さをカバーすることができる。
シンボル期間はまた、ガード期間またはサイクリックプリフィクスの送信の間確保される
時間の期間を含むことができる。
【００７４】
　[0088]リソース要素３２５は、異なる目的で使用されうる。例えば、リソース要素のセ
ットは、ダウンリンク制御チャネルの送信のために確保されうる。このセットは、物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）３３０－ａまたは３３０－ｂに対応しうる。リソ
ース要素の別のセットは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）３３５－ａまた
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は３３５－ｂに対応しうる。ＰＤＣＣＨ３３０またはＰＤＳＣＨ３３５内のいくつかのリ
ソース要素は、基準信号（例えば、セル特有基準信号（ＣＲＳ）、チャネル状態情報基準
信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）、マルチキャスト－ブロード
キャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）基準信号、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）
としても知られうるＵＥ特有の基準信号、等）の送信のために使用されうる。基準信号は
、チャネル識別およびチャネル品質推定のために使用されうる。ＰＤＳＣＨ３３５－ａは
、図１および２に関連した１つまたは複数のＵＥ１１５にユーザデータを送信するために
使用されうる。
【００７５】
　[0089]図３で例示されているように、ダウンリンクコンポーネントキャリア２２５のた
めの無線フレーム３０５は、従来のサブフレーム３１０－ａおよび休止中サブフレーム３
１０－ｂを含むことができる。コンポーネントキャリア２２５は、図２に関連したリンク
１２５－ｂに関連付けられたＳＣｅｌｌのダウンリンクキャリアに対応しうる。一実施形
態では、キャリアは、１つまたは複数のフレーム３０５の間、休止中でありうる。別の実
施形態では、キャリアは、フレーム３０５内のいくつかのサブフレーム３１０の間、休止
中でありうる。
【００７６】
　[0090]いくつかの実施形態では、どの変調シンボルも、休止中サブフレーム中のＰＤＣ
ＣＨ３３０－ｂまたはＰＤＳＣＨ３３５－ｂ上で送信されない。いくつかのケースでは、
いくつかの信号は送られるが、シグナリングの量は低減される。いくつかのケースでは、
休止中セルは、いくつかの基準信号またはいくつかの制御情報を送信し続けることができ
る。例えば、休止中セルは、低周期で、ダウンリンクキャリア上で、オーバヘッド（発見
）信号送信を送信することができる。アクティブセルでは、プライマリ同期信号（ＰＳＳ
）およびセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）がＭ＝５ｍｓの周期で送信され得、セル特有基準
信号（ＣＲＳ）は、アクティブサブフレームごとに送信され得、ＣＳＩ－ＲＳは、Ｋのア
クティブサブフレームごとに（例えば、５つの信号ごと、等に）送信され得、ポジショニ
ング基準信号（ＰＲＳ）は、設定されたように送信されうる。休止中セルでは、ＰＳＳ／
ＳＳＳおよびＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ／ＰＲＳは、Ｌｍｓオフセットを伴い、Ｍｍｓごとに
Ｎｍｓバーストにおいて送信されうる。パラメータＮ、Ｍ、およびＬは、ＳＣｅｌｌに関
する発見基準信号（ＤＲＳ）設定において定義され得、サービス提供アクティブセル（例
えば，ＰＣｅｌｌ等）によって設定されうる。
【００７７】
　[0091]一例では、休止中セルに関するこれらの変数の値は、Ｎ＝１、Ｍ＝８０ｍｓまた
は１６０ｍｓ、およびＬ＝０でありうる。ＵＥは、ＰＳＳ／ＳＳＳを使用して休止中セル
を検出し、ＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ／ＰＲＳ上の基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）を測定する
ことができる。システムフレーム番号（ＳＦＮ）は、近隣アクティブセル（例えば、ＰＣ
ｅｌｌ）と同期されうる。いくつかのケースでは、サブフレームまたはＳＦＮオフセット
もまた設定されうる。一実施形態では、アクティブｅＮＢは、発見信号が設定されるサブ
フレーム上でデータトラフィックをスケジュールしないことがある。ＵＥ無線リソース管
理（ＲＲＭ）測定は、低周期ＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ／ＰＲＳに基づきうる。ＵＥ１１５は
、どのようにＣＳＩ－ＲＳ、ＰＲＳ、およびＣＲＳ測定を組み合わせるか、または選択す
るかを決定することができる。
【００７８】
　[0092]図４Ａは、様々な実施形態にしたがった、ＰＣｅｌｌのキャリアをわたって送ら
れたインジケータを使用する１つまたは複数のＳＣｅｌｌｓに関するセルモードのインジ
ケーションの図４００－ａを図示している。図４００－ａは、ＰＣｅｌｌ４１０－ａに関
連付けられたダウンリンクＣＣ２２５－ａ、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ａに関連付けられたダ
ウンリンクＣＣ２２５－ｂ、およびＳＣｅｌｌＢ４１５－ｂに関連付けられたダウンリン
クＣＣ２２５－ｃを例示している。いくつかの例では、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ａおよびＳ
Ｃｅｌｌ４１５－ｂが、ＰＣｅｌｌ４１０－ａと同じｅＮＢ１０５によって送信されうる
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か、これらのＳＣｅｌｌｓ４１５の１つまたは複数が異なるｅＮＢ１０５によって送信さ
れうる。例示されているＰＣｅｌｌs４１０およびＳＣｅｌｌｓ４１５は、同じＵＥをサ
ポートすることができ、ＰＣｅｌｌs４１０およびＳＣｅｌｌｓ４１５の各々は、１つよ
りも多いＵＥをサポートすることができる。ＳＣｅｌｌｓ４１５は、上で説明されたよう
に、それらが関連付けられたダウンリンクＣＣ２２５上でユーザデータを送信せず、また
制御シグナリングおよび基準シグナリングを低減する休止状態に入ることができる。
【００７９】
　[0093]複数の実施形態において、ＰＣｅｌｌ４１０－ａは、１つまたは複数のＳＣｅｌ
ｌｓ４１５に関するセルモードの周期的または非周期的インジケータを送信する。セルモ
ードインジケータ（複数を含む）は、ユニキャスト、マルチキャスト、またはブロードキ
ャストの形で送信されうる。例えば、各フレーム（または、いくつかのフレーム、例えば
、２、４、５、８、１０等のフレーム、のような他の周期）の始めに、ＰＣｅｌｌ４１０
－ａは、所与の時間期間の間、ＳＣｅｌｌｓ４１５－ａ、４１５－ｂがアクティブである
か休止中であるかに関するモードインジケーション、または、フレーム（複数を含む）内
のアクティブサブフレームのセルモード設定、を送信（例えば、ブロードキャスト、マル
チキャスト、ユニキャスト、等）することができる。ブロードキャストまたはマルチキャ
ストでは、各ＳＣｅｌｌ４１５に関するセルモードのインジケーションは、ブロードキャ
ストまたはユニキャスト制御シグナリングにおいて（例えば、ブロードキャストもしくは
マルチキャストＤＣＩフォーマット、またはブロードキャストもしくはマルチキャスト無
線ネットワーク一時的識別子（ＲＮＴＩ等）を使用する共通の探索空間において）、ある
いは、ブロードキャストまたはマルチキャスト制御シグナリングを使用してスケジュール
されたメッセージにおいて、ＰＣｅｌｌ４１０－ａのためのダウンリンクＣＣ２２５－ａ
上で送信されうる。一例では、セルモードインジケータは、共通の探索空間においてＤＣ
Ｉフォーマット１Ｃを使用してスケジュールされたメッセージでブロードキャストされる
。ユニキャストでは、各ＳＣｅｌｌ４１５に関するセルモードのインジケーションは、ユ
ニキャスト制御シグナリングにおいて（例えば、ユニキャストＤＣＩフォーマットもしく
はユニキャストＲＮＴＩを使用する共通のまたはＵＥ特有の探索空間等において）、ある
いはユニキャスト制御シグナリングを介してスケジュールされたメッセージにおいて、送
信されうる。いくつかの実施形態では、ＰＣｅｌｌ４１０－ａは、ＳＣｅｌｌｓが自己ス
ケジューリングのために設定されているか、クロスキャリアスケジューリングのために設
定されているかに関わらず、（例えば、同じｅＮＢ１０５等、から）ある特定のＳＣｅｌ
ｌｓに関するセルモードインジケータを送信する。
【００８０】
　[0094]図４００－ａにおいて、ＰＣｅｌｌ４１０－ａは、フレーム３０５－ａおよび３
０５－ｂの始めに、それぞれのフレーム中のＳＣｅｌｌＡ４１５－ａおよびＳＣｅｌｌＢ
４１５－ｂに関するセルモードを示すセルモードインジケータ４２０－ａおよび４２０－
ｂを送信する。セルモードインジケータ４２０－ａは、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ａおよびＳ
ＣｅｌｌＢ４１５－ｂがフレーム３０５－ａの間休止中でなく、したがってそれぞれのダ
ウンリンクＣＣ２２５－ｂおよび２２５－ｃをわたって送信すると示す。セルモードイン
ジケータ４２０－ｂは、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ａが、休止期間４２５－ａ（例えば、フレ
ーム３０５－ｂ）の間休止中になること、およびＳＣｅｌｌＢ４１５－ｂが、休止期間４
２５－ｂ（例えば、フレーム３０５－ｂのサブフレーム３－６）の間休止中になると示す
。
【００８１】
　[0095]いくつかの実施形態では、セルモードインジケーションの受信の欠如は、休止中
モードとＵＥ１１５によって解釈されうる。例えば、セルモードインジケータ４２０－ｂ
は、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ａに関するインジケーションを省略することができ、ＵＥは、
セルモードのインジケーションの欠如を、フレーム３０５－ｂの間のＳＣｅｌｌＡ４１５
－ａの休止と解釈することができる。代わりとして、ＳＣｅｌｌｓ４１５は、その間にど
のセルモードインジケーションも受信されないフレームの間、デフォルトでアクティブの
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設定になることができる。例えば、ＰＣｅｌｌ４１０－ａは、セルモードインジケータ４
２０－ａを送信しないことがあり、ＵＥは、ＳＣｅｌｌｓＡおよびＢに関するセルモード
インジケーションの欠如を、フレーム３０５－ａに関して、アクティブ状態へのデフォル
ト設定と解釈することができる。
【００８２】
　[0096]加えて、または代わりとして、ＰＣｅｌｌ４１０－ａは、非周期的にセルモード
インジケータを送信することができる。セルモードの非周期的インジケータは、さらなる
セルモードインジケータが送信されるまで効力がありうる。例えば、サブフレームｎ－ｋ
（例えば、ここにおいてｋは、１、２、３、４、５、８等のような数である）で受信され
たセルモードインジケータは、さらなるセルモードインジケータが送信されるまで、サブ
フレームｎ、および全ての他の後続のサブフレームの間、有効でありうる。非周期的なセ
ルモードインジケータは、フレームのサブセット（例えば、２、４、５、８、１０等ごと
のフレーム、ＤＲＳのために設定されたフレーム、等）、および／またはフレーム内のサ
ブフレームのサブセット（例えば、各フレーム、または選択されたフレームのサブフレー
ム０および５、等）に制限されうる。セルモードインジケータのための制限された送信タ
イミングは、セルモードインジケータを送信するために使用される制御情報のためのブラ
インド復号の量を低減することができる。したがって、ＰＣｅｌｌ４１０－ａは、タイミ
ングスキーム（例えば、非周期的または周期的）および送信スキーム（例えば、ユニキャ
スト、マルチキャスト、またはブロードキャスト）のあらゆる組み合わせにしたがって、
１つまたは複数のＳＣｅｌｌｓ４１５に関するセルモードインジケータを送信することが
できる。
【００８３】
　[0097]いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５は、アクティブ化されたＳＣｅｌｌｓに関
するセルモードインジケータを復号する。代わりとして、ＵＥ１１５は、非アクティブ化
されたが設定されたＳＣｅｌｌｓに関するセルモードインジケータのみを復号することが
できる。このケースでは、ＵＥは、アクティブ化されたＳＣｅｌｌｓが、アクティブセル
の通常の周期で、ＰＳＳ／ＳＳＳおよびＣＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ／ＰＲＳを送信することに
なると想定することができる。また別の実施形態では、ｅＮＢ１０５が、ＳＣｅｌｌｓに
関するモード情報を送信しないことがあり、ＵＥ１１５は、サブフレームごとベースで（
例えば、様々な同期または基準信号の存在または周期性を検出することによって）動作モ
ードを決定することができる。
【００８４】
　[0098]図４Ｂは、様々な実施形態にしたがった、ＳＣｅｌｌｓのキャリアをわたって送
られたインジケータを使用する１つまたは複数のＳＣｅｌｌｓに関するセルモードのイン
ジケーションの図４００－ｂを図示している。図４００－ｂは、ＰＣｅｌｌ４１０－ｂに
関連付けられたダウンリンクＣＣ２２５－ｄ、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ｃに関連付けられた
ダウンリンクＣＣ２２５－ｅ、およびＳＣｅｌｌＢ４１５－ｄに関連付けられたダウンリ
ンクＣＣ２２５－ｆを例示している。いくつかの例では、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ｃおよび
ＳＣｅｌｌ４１５－ｄが、ＰＣｅｌｌ４１０－ｂと同じｅＮＢ１０５によって送信されう
るか、これらのＳＣｅｌｌｓ４１５の１つまたは複数が異なるｅＮＢ１０５によって送信
されうる。例示されているＰＣｅｌｌｓおよびＳＣｅｌｌｓは、同じＵＥをサポートする
ことができ、ＰＣｅｌｌｓおよびＳＣｅｌｌｓの各々は、１つよりも多いＵＥをサポート
することができる。ＳＣｅｌｌｓは、上で説明されたように、それらが関連付けられたダ
ウンリンクＣＣ２２５上でユーザデータを送信せず、また制御シグナリングおよび基準シ
グナリングを低減する休止状態に入ることができる。
【００８５】
　[0099]複数の実施形態において、ＳＣｅｌｌｓ４１５は、例えば周期的または非周期的
に、セルモードのインジケータを送信する。例えば、各フレーム（または、いくつかのフ
レームのような他の周期）の始めに、各ＳＣｅｌｌ４１５は、ＳＣｅｌｌ４１５が、所与
の時間期間の間アクティブであるか休止中であるかに関するモードインジケーション、ま
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たは、フレーム（複数を含む）内のアクティブサブフレームのセルモード設定、を送信（
例えば、ブロードキャスト、マルチキャスト、ユニキャスト、等）することができる。イ
ンジケーションは、ユニキャスト、ブロードキャスト、もしくはマルチキャスト制御シグ
ナリングにおいて、または、ユニキャスト、ブロードキャスト、もしくはマルチキャスト
制御シグナリングを使用してスケジューリングされたメッセージにおいて、ＳＣｅｌｌ４
１５のためのダウンリンクＣＣ２２５上で送信されうる。いくつかの実施形態では、ＳＣ
ｅｌｌ４１５は、ＳＣｅｌｌ４１５によってサービス提供されるＵＥに関して、ＳＣｅｌ
ｌ４１５が、自己スケジューリングのために設定されているか、クロスキャリアスケジュ
ーリングのために設定されているかに関わらず、例えば周期的または非周期的に、セルモ
ードインジケータを送信する。例えば、ＳＣｅｌｌ４１５は、あらゆるサービス提供され
るＵＥに関して自己スケジューリングのために設定されないときでさえ、ＳＣｅｌｌ４１
５は、例えば周期的または非周期的に、セルモードインジケータを送信することができ、
サービス提供されるＵＥは、セルモードインジケータのために、ＳＣｅｌｌ４１５のダウ
ンリンクＣＣ２２５をモニタリングすることができる。
【００８６】
　[0100]図４００－ｂでは、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ｃは、ダウンリンクＣＣ２２５－ｅ上
で、フレーム３０５－ｃおよび３０５－ｄの始まりに、それぞれのフレーム中のＳＣｅｌ
ｌＡ４１５－ｃに関するセルモードを示すセルモードインジケータ４２０－ｃおよび４２
０－ｄを送信する。セルモードインジケータ４２０－ｃは、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ｃがフ
レーム３０５－ａの間休止中でないと示す一方で、セルモードインジケータ４２０－ｄは
、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ｃが、休止期間４２５－ｃ（例えば、フレーム３０５－ｄ）の間
休止中であると示す。同様に、ＳＣｅｌｌＢ４１５－ｄは、フレーム３０５－ｃおよび３
０５－ｄの始まりに、セルモードインジケータ４２０－ｅおよび４２０－ｆを送信する。
セルモードインジケータ４２０－ｅは、ＳＣｅｌｌＢ４１５－ｄがフレーム３０５－ａの
間休止中でないと示す一方で、セルモードインジケータ４２０－ｆは、ＳＣｅｌｌＢ４１
５－ｄが、休止期間４２５－ｄ（例えば、フレーム３０５－ｄのサブフレーム３－６）の
間休止中であると示す。
【００８７】
　[0101]いくつかの実施形態では、ｅＮＢセルモードインジケーションの受信の欠如は、
休止中モードとＵＥ１１５によって解釈されうる。例えば、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ｃは、
ダウンリンク２２５－ｅ上のセルモードインジケータ４２０－ｄの送信を省略することが
でき、それにより、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ｃがフレーム３０５－ｄの間休止中であると示
す。代わりとして、ＳＣｅｌｌｓは、その間にどのセルモードインジケーションも受信さ
れないフレームの間、デフォルトでアクティブの設定になることができる。例えば、ＳＣ
ｅｌｌＡ４１５－ｃは、セルモードインジケータ４２０－ｃの送信を省略することができ
、それにより、ＳＣｅｌｌＡ４１５－ｃがフレーム３０５－ｃの間休止中でないと示す。
【００８８】
　[0102]加えて、または代わりとして、ＳＣｅｌｌｓは、非周期的にセルモードインジケ
ータを送信することができる。上で説明されたように、セルモードの非周期的インジケー
タは、さらなるセルモードインジケータが送信されるまで効力があり得、ある特定のフレ
ーム、またはある特定のフレーム内のサブフレームに限定されうる。したがって、ＳＣｅ
ｌｌｓは、タイミングスキーム（例えば、非周期的または周期的）および送信スキーム（
例えば、ユニキャスト、マルチキャスト、またはブロードキャスト）のあらゆる組み合わ
せにしたがって、セルモードインジケータを送信することができる。
【００８９】
　[0103]いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５は、アクティブ化されたＳＣｅｌｌｓに関
するセルモードインジケータのみを復号する。加えて、または代わりとして、ＵＥ１１５
は、非アクティブ化されたが設定されたＳＣｅｌｌｓに関するセルモードインジケータを
復号することができる。また別の実施形態では、ｅＮＢ１０５が、ＳＣｅｌｌｓに関する
モード情報を送信しないことがあり、ＵＥ１１５は、サブフレームごとベースで（例えば
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、様々な同期または基準信号の存在または周期性を検出することによって）動作モードを
決定することができる。
【００９０】
　[0104]図５Ａは、様々な実施形態にしたがった、休止中サブフレームに基づくＣＳＩ報
告設定の図５００－ａを図示している。図５００－ａは、ＰＣｅｌｌ４１０－ｃに関連付
けられたダウンリンクＣＣ２２５－ｇ、およびＳＣｅｌｌ４１５－ｅに関連付けられたダ
ウンリンクＣＣ２２５－ｈを例示している。ＳＣｅｌｌ４１５－ｅは、いくつかの例では
、ＰＣｅｌｌ４１０－ｃと同じｅＮＢ１０５によって、または異なるｅＮＢ１０５によっ
て、送信されうる。例示されているＰＣｅｌｌｓおよびＳＣｅｌｌｓは、同じＵＥをサポ
ートすることができ、ＰＣｅｌｌｓおよびＳＣｅｌｌｓの各々は、１つよりも多いＵＥを
サポートすることができる。ＳＣｅｌｌｓは、上で説明されたように、それらが関連付け
られたダウンリンクＣＣ２２５上でユーザデータを送信せず、また制御シグナリングおよ
び基準シグナリングを低減する休止状態に入ることができる。
【００９１】
　[0105]図５００－ａでは、ＳＣｅｌｌ４１５－ｅが、第１の時間期間５２５－ａ（例え
ば、フレームまたはサブフレーム、等）の間アクティブであり、第２の時間期間５２５－
ｂの間休止中である。ＰＣｅｌｌ４１０－ｃおよびＳＣｅｌｌ４１５－ｅを使用するＣＡ
のために設定されたＵＥ１１５は、時間期間５２５－ａの間、ダウンリンクＣＣ２２５－
ｈに関するＣＳＩリソース（例えば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、等）、または干渉測定リソ
ース（ＩＭＲ）（例えば、ＣＳＩ干渉測定（ＣＳＩ－ＩＭ）リソース等）の測定に基づい
て、ＣＳＩ報告５３０－ａを（例えば、アップリンク制御チャネル上、等で）送ることが
できる。ＣＳＩ報告５３０－ａは、周期的または非周期的ＣＳＩ報告を含むことができる
。
【００９２】
　[0106]ＳＣｅｌｌ４１５－ｅが休止中である時間期間５２５－ｂの間、ＵＥ１１５は、
ＣＳＩ報告５３０－ｂを送るように構成されうる。ＣＳＩ報告５３０－ｂは、時間期間５
２５－ａの間のＣＳＩ報告設定とは異なるＣＳＩ報告設定に基づきうる。いくつかの実施
形態では、ＣＳＩ報告５３０－ｂが、ＳＣｅｌｌ４１５－ｅがアクティブであったときの
ダウンリンクＣＣ２２５－ｈに関するＣＳＩ測定に基づく。例えば、ＵＥ１１５は、休止
期間５２５－ｂ中にＣＳＩを報告し続けることができるが、ＣＳＩ報告５３０－ｂは、最
新の有効なＣＳＩリソースに基づきうる。したがって、ＣＳＩ報告５３０－ｂは、時間期
間５２５－ａからのチャネルまたは干渉測定に基づくＣＳＩを含むことができる。
【００９３】
　[0107]いくつかの実施形態では、時間期間５２５－ｂの間のＣＳＩ報告設定は、ＣＳＩ
のいくつかのタイプを報告する一方で他のタイプを抑制することを含む。いくつかのケー
スでは、ＵＥ１１５は、休止中ＳＣｅｌｌｓのための非周期的なＣＳＩに関する報告を抑
制する一方で周期的なＣＳＩを報告し続けることができる。代わりとして、ＵＥ１１５は
、休止中ＳＣｅｌｌｓのための非周期的なＣＳＩに関する報告を抑制する一方で、休止中
ＳＣｅｌｌｓのための非周期的なＣＳＩトリガに基づいて非周期的なＣＳＩを報告し続け
ることができる。
【００９４】
　[0108]いくつかの実施形態では、時間期間５２５－ｂの間のＣＳＩ報告設定が、ＣＳＩ
－ＲＳ信号に基づく測定および報告のための異なる設定に関連付けられる。例えば、時間
期間５２５－ｂの間のＣＳＩ報告設定は、時間期間５２５－ａとは異なる基準信号、また
は異なる測定周期性もしくはオフセットに基づいて、ＣＳＩを測定および報告することを
含むことができる。例えば、ＣＲＳが時間期間５２５－ｂ中抑制されうる一方で、ＣＳＩ
－ＲＳは、時間期間５２５－ｂ中に、時間期間５２５－ａと比較して同じ、または低減さ
れた周期で送信されうる。ＣＳＩ報告５３０－ｂは、送信されたＣＳＩ－ＲＳから生成さ
れたＣＳＩを含むことができる。いくつかの例では、ＣＳＩ－ＲＳが、ＳＣｅｌｌ４１５
－ｅが休止中である時間期間の間のバースト期間中に送信されうる。例えば、ＣＳＩ－Ｒ
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Ｓは、Ｍサブフレームのバースト周期およびＬサブフレームのバーストオフセットを持つ
Ｎサブフレームのバースト期間中に、サブフレームオフセットΔ’を持つＫ’サブフレー
ムごとに送信され得、ここにおいてＫ’は、ＣＳＩ－ＲＳ周期であり、Δ’は、セル休止
期間の間のサブフレームオフセットであり、Ｎ、Ｍ、およびＬは、ＤＲＳ設定にしたがっ
て設定され、フレームまたはサブフレームの単位で定義されうる。いくつかの例では、Ｋ
’およびΔ’は、非休止期間の間、ＣＳＩ－ＲＳ周期ＫおよびサブフレームオフセットΔ
とは別個で設定されうる、バースト期間Ｎに基づいて決定されうる（例えば、サブフレー
ムオフセットΔ’は、バースト期間Ｎを法とするサブフレームオフセットΔでありうる等
）、またはデフォルトの値でありうる。
【００９５】
　[0109]加えて、または代わりとして、時間期間５２５－ｂの間のＣＳＩ報告設定は、時
間期間５２５－ａとは異なるセルまたは異なるアンテナポート設定に基づいてＣＳＩを測
定および報告することを含む。例えば、ＣＳＩ－ＲＳは、アンテナポートのサブセットか
ら、時間期間５２５－ｂのような休止期間中にＳＣｅｌｌ４１５－ｅによって送信されう
る。いくつかの例では、ＵＥ１１５が、アンテナポートのデフォルトのサブセットに関し
て、時間期間５２５－ｂの間のＣＳＩを報告することができる、またはデフォルトの送信
モードに関するＣＳＩを報告することができる。いくつかの例では、ＵＥ１１５が、（例
えば、サービス提供ＳＣｅｌｌ４１５－ｅからのＤＲＳバースト間の時間期間中に近隣非
サービス提供ＳＣｅｌｌ４１５によって送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づいて、）時間期間
５２５－ｂの間の少なくとも１つの近隣非サービス提供ＳＣｅｌｌ４１５に関するＣＳＩ
を報告することができる。報告のための近隣非サービス提供ＳＣｅｌｌ４１５は、（例え
ば、サービス提供ＳＣｅｌｌ４１５－ｅと同じＰＣＩ、ＰＣｅｌｌを介して示されたＰＣ
Ｉ、等を有する）近隣セルの物理セルインデックス（ＰＣＩ）にしたがって提供されうる
。
【００９６】
　[0110]加えて、または代わりとして、チャネル測定および干渉測定は、休止期間５２５
－ｂの間別々に扱われうる。例えば、ＵＥ１１５は、時間期間５２５－ｂの間、ＩＭＲの
測定に基づいてＣＳＩ（例えば、ＣＳＩ－ＩＭ等）を報告することができるが、ＳＣｅｌ
ｌ４１５－ｅがアクティブであった最新の時間期間（例えば、時間期間５２５－ａ）に基
づいてＣＱＩを報告することができる。他の例では、ＵＥ１１５が、時間期間５２５－ｂ
の間、ＩＭＲの測定に基づいてＣＳＩ（例えば、ＣＳＩ－ＩＭ等）を報告することができ
るが、時間期間５２５－ｂの間のＣＱＩ報告を抑制しうる。いくつかのケースでは、ＵＥ
１１５が、それが、休止期間５２５－ｂ中にＳＣｅｌｌ４１５－ｅから基準信号を受信し
なかったと示す「ヌル」ＣＳＩ報告５３０－ｂを送ることができる。
【００９７】
　[0111]いくつかの例では、ＵＥ１１５が、ＣＳＩ報告に関する平均化を実行することが
できる。休止および非休止サブ期間を含む、平均化が実行される時間期間の間、ＵＥ１１
５は、様々な方法で平均化を実行することができる。例えば、ＵＥは、ＳＣｅｌｌがアク
ティブであったサブフレーム上のみのチャネル測定（例えば、ＣＱＩ）に関する平均化を
実行することができ、ＳＣｅｌｌが休止中であったサブフレームをチャネル測定には無効
であると見なすことができる。ＵＥ１１５は、休止中サブフレームを含むあらゆるサブフ
レーム上の干渉（例えば、ＩＭＲ）に関する平均化を実行することができる。強化された
セル間干渉除去（ｅＩＣＩＣ）がＳＣｅｌｌのために用いられる場合、干渉に関する平均
化は、（例えば、ｅＩＣＩＣがダウンリンクにおいて用いられない、等の）サブフレーム
サブセットに制限されうる。
【００９８】
　[0112]図５Ｂは、様々な実施形態にしたがった、休止中サブフレームに基づくＣＳＩ報
告設定の図５００－ｂを図示している。図５００－ｂは、ＰＣｅｌｌ４１０－ｄに関連付
けられたダウンリンクＣＣ２２５－ｉ、およびＳＣｅｌｌ４１５－ｆに関連付けられたダ
ウンリンクＣＣ２２５－ｊを例示している。ＳＣｅｌｌ４１５－ｆは、いくつかの例では
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、ＰＣｅｌｌ４１０－ｄと同じｅＮＢ１０５によって、または異なるｅＮＢ１０５によっ
て、送信されうる。例示されているＰＣｅｌｌｓおよびＳＣｅｌｌｓは、同じＵＥをサポ
ートすることができ、ＰＣｅｌｌｓおよびＳＣｅｌｌｓの各々は、１つよりも多いＵＥを
サポートすることができる。ＳＣｅｌｌｓは、上で説明されたように、それらが関連付け
られたダウンリンクＣＣ２２５上でユーザデータを送信せず、また制御シグナリングおよ
び基準シグナリングを低減する休止状態に入ることができる。
【００９９】
　[0113]図５００－ｂでは、ＳＣｅｌｌが、第１の時間期間５２５－ｃ（例えば、フレー
ムまたはサブフレーム、等）の間アクティブであり、第２の時間期間５２５－ｄの間休止
中である。ＰＣｅｌｌ４１０－ｄおよびＳＣｅｌｌ４１５－ｆを使用するＣＡのために設
定されたＵＥ１１５は、時間期間５２５－ｃの間、ダウンリンクＣＣ２２５－ｊを含む複
数のキャリアのためのＣＳＩリソースまたはＩＭＲの測定に基づいて、ＣＳＩ５３０－ｃ
を（例えば、アップリング制御チャネル上、等で）送ることができる。ＣＳＩ報告５３０
－ｃは、周期的または非周期的ＣＳＩ報告を含むことができる。（例えば、非周期的また
は周期的ＣＳＩ報告のため、等の）基準リソースが、ＳＣｅｌｌ４１５－ｆが休止中であ
る時間期間中に生じる場合、ＵＥ１１５は、ＳＣｅｌｌ４１５－ｆに関する報告を抑制す
ることができる。例えば、周期的または非周期的ＣＳＩ報告のための基準リソースが、Ｓ
Ｃｅｌｌ４１５－ｆが休止中である時間期間５２５－ｄにおいて生じる場合、ＵＥ１１５
は、ＣＳＩ報告を抑制するように設定されうる。例えば、基準ＣＳＩフィードバックサブ
フレーム（例えば、ＣＱＩ測定サブフレーム、ＩＭＲサブフレーム、等）が、ＳＣｅｌｌ
が休止中モードで動作していたときに生じる場合、ＵＥ１１５は、ＣＳＩフィードバック
を報告することをスキップすることが可能にされうる。
【０１００】
　[0114]図６は、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境における
休止中セルに関する、動的なセルモードインジケーション、ならびにチャネルおよび干渉
フィードバックを報告することのためのデバイス６００を図示している。デバイス６００
は、図１および２を参照して説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様の例で
ありうる。デバイス６００は、受信機６０５、休止モジュール６１０、および送信機６１
５を含むことができる。デバイス６００はまた、プロセッサ（図示せず）を含むことがで
きる。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信状態にありうる。
【０１０１】
　[0115]受信機６０５は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネル
、等）に関連付けられたパケット、ユーザデータ、または制御情報のような情報を受信す
ることができる。受信機６０５は、プライマリセルに関連付けられたプライマリキャリア
、およびセカンダリセルに関連付けられた１つまたは複数のセカンダリキャリアをわたっ
て様々な情報チャネルを受信することができる。情報６０７は、デバイス６００の休止モ
ジュール６１０および他のコンポーネントに、渡されうる。
【０１０２】
　[0116]休止モジュール６１０は、少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中である
というインジケーションのために、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダ
リキャリアのうちからの１つのキャリアをモニタリングするための手段でありうる。それ
はまた、インジケーションに基づいて、少なくとも１つのセカンダリキャリアが、予め決
定された時間期間の間、休止中であるかどうかを決定するための手段でもありうる。
【０１０３】
　[0117]送信機６１５は、デバイス６００の他のコンポーネントから受信された信号６１
３を送信することができる。信号６１３は、例えば、１つまたは複数のセカンダリキャリ
アに関するフィードバック情報（例えば、ＣＳＩ等）を含むことができる。送信機６１５
は、プライマリセルに関連付けられたプライマリキャリア、およびセカンダリセルに関連
付けられた１つまたは複数のセカンダリキャリアをわたって情報を送信することができる
。いくつかの実施形態では、送信機６１５は、トランシーバモジュールにおいて受信機６
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０５と併置されうる。送信機６１５は単一のアンテナを含むことができる、またはそれは
複数のアンテナを含むことができる。
【０１０４】
　[0118]図７は、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境における
休止中セルに関する、動的なセルモードインジケーション、ならびにチャネルおよび干渉
フィードバックを報告することのためのデバイス７００を図示している。デバイス７００
は、図１および２を参照して説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様の例で
ありうる。それはまた、図６を参照して説明されたデバイス６００の例でありうる。デバ
イス７００は、受信機６０５－ａ、休止モジュール６１０－ａ、および送信機６１５－ａ
を含むことができ、それらは、デバイス６００の対応するコンポーネントの例でありうる
。デバイス７００はまた、プロセッサ（図示せず）を含むことができる。これらのコンポ
ーネントの各々は、互いに通信状態にありうる。例えば、受信機６０５－ａは、送信機６
１５－ａに１つまたは複数の信号７１８を渡すことができる休止モジュール６１０－ａに
情報７０３を渡すことができる。休止モジュール６１０－ａは、休止モニタリングモジュ
ール７０５、休止決定モジュール７１０、およびチャネル状態情報（ＣＳＩ）設定モジュ
ール７１５を含むことができる。受信機６０５－ａおよび送信機６１５－ａは、図６の受
信機６０５および送信機６１５それぞれの機能を実行することができる。
【０１０５】
　[0119]休止モニタリングモジュール７０５は、少なくとも１つのセカンダリキャリアが
休止中であるというインジケーションのために、プライマリキャリアおよび１つまたは複
数のセカンダリキャリアのうちからの１つのキャリアをモニタリングするための手段であ
りうる。複数の実施形態において、それは、インジケーションを含むメッセージを含むか
もしくはスケジューリングする、ブロードキャスト、マルチキャスト、またはユニキャス
トダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のために、予め定義された時間インターバルでキャリ
アの探索空間（例えば、共通の探索空間、ＵＥ特有の探索空間、等）をモニタリングする
ための手段でありうる。休止モニタリングモジュール７０５は、休止決定モジュール７１
０にセル休止のインジケーション７０７を渡すことができる。
【０１０６】
　[0120]休止決定モジュール７１０は、休止モニタリングモジュール７０５から渡された
インジケーション７０７に基づいて、少なくとも１つのセカンダリキャリアが（例えば、
非周期的に、予め決定された時間期間の間、等）休止中であるかどうかを決定するための
手段でありうる。一実施形態では、それは、インジケーションの存在に基づいて、少なく
とも１つのセカンダリキャリアが、予め決定された時間期間の間、休止中であると決定す
るための手段でもありうる。別の実施形態では、インジケーションの不在に基づいて、少
なくとも１つのセカンダリキャリアが、予め決定された時間期間の間、休止中であると決
定するための手段。休止決定モジュール７１０は、ＣＳＩ設定モジュール７１５に少なく
とも１つのセカンダリキャリアに関する休止決定７１３を渡すことができる。
【０１０７】
　[0121]ＣＳＩ設定モジュール７１５は、少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する
チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告設定を決定するための手段でありうる。ＣＳＩ設定モジ
ュール７１５は、休止決定７１３を受信することができ、休止決定７１３に少なくとも部
分的に基づいて、ＣＳＩ報告設定を決定することができる。一実施形態では、それは、周
期的なＣＳＩ報告または非周期的なＣＳＩ報告のうちの１つまたは複数のための少なくと
も１つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ報告を抑制するための手段でありうる。一実
施形態では、それは、少なくとも１つのセカンダリキャリアが非休止中であった少なくと
も１つの時間期間中の少なくとも１つのセカンダリキャリアのチャネル測定に基づいて、
ＣＳＩを報告するための手段でありうる。いくつかのケースでは、ＣＳＩ報告設定は、少
なくとも１つの時間期間からのチャネル測定を平均化することを備える。いくつかのケー
スでは、その設定は、少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中の少なくと
も１つのセカンダリキャリアに関する測定に基づいて、ＣＳＩを報告することを備えるこ
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とができる。
【０１０８】
　[0122]いくつかの例では、ＣＳＩ設定モジュール７１４によって決定されたＣＳＩ報告
設定は、セカンダリキャリアが休止中である時間期間の間のＣＳＩ－ＲＳ測定設定を含む
ことができる。例えば、ＣＳＩ－ＲＳ測定設定は、上で説明されたような、ＣＳＩ－ＲＳ
信号のための低減された周期性、ＤＲＳ設定に基づくＣＳＩ－ＲＳ送信、アンテナポート
の低減されたサブセットに関するＣＳＩ－ＲＳ信号の測定、または異なるセカンダリキャ
リアに関するＣＳＩ－ＲＳ信号の測定、を含むことができる。
【０１０９】
　[0123]図８は、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境における
休止中セルに関する、動的なセルモードインジケーション、ならびにチャネルおよび干渉
フィードバックを報告することのためのシステム８００を図示している。システム８００
は、図１および２のＵＥ１１５、または図６－７のデバイス６００および７００の例であ
りうる、ＵＥ１１５－ｂを含むことができる。
【０１１０】
　[0124]ＵＥ１１５－ｂは概して、通信を送信するためのコンポーネントおよび通信を受
信するためのコンポーネントを含む、双方向音声およびデータ通信のためのコンポーネン
トを含むことができる。ＵＥ１１５－ｂは、アンテナ（複数を含む）８４０、トランシー
バモジュール８３５、プロセッサモジュール８０５、および（ソフトウェア（ＳＷ）８２
０を含む）メモリ８１５を含むことができ、これらは各々、（例えば、１つまたは複数の
バス８４５を介して）直接的または間接的に、互いに通信することができる。上で説明さ
れたように、トランシーバモジュール８３５は、アンテナ（複数を含む）８４０、または
１つまたは複数の有線もしくはワイヤレス通信を介して、１つまたは複数のネットワーク
と双方向に通信するように構成されうる。例えば、トランシーバモジュール８３５は、図
１に関する基地局１０５と双方向に通信するように構成されうる。トランシーバモジュー
ル８３５は、パケットを変調してその変調されたパケットを送信のためにアンテナ（複数
を含む）８４０に提供する、およびアンテナ（複数を含む）８４０から受信されたパケッ
トを復調する、ように構成されたモデムを含むことができる。ＵＥ１１５－ｂが単一のア
ンテナ８４０を含みうる一方で、ＵＥ１１５－ｂは、多数のワイヤレス送信を同時に送信
または受信する能力を有する多数のアンテナ８４０を有することができる。トランシーバ
モジュール８３５は、複数のコンポーネントキャリアを介して１つまたは複数の基地局１
０５と同時に通信する能力を有しうる。
【０１１１】
　[0125]ＵＥ１１５－ｂは、休止モジュール６１０－ｂを含むことができ、それは、図６
および７のデバイス６００および７００の休止中のモジュール６１０によって説明された
機能を実行することができる。ＵＥ１１５－ｂはまた、チャネル品質モジュール８２５お
よびキャリアアグリゲーションモジュール８３０を含むことができる。チャネル品質モジ
ュール８２５は、設定されたキャリアに関して、チャネル測定および干渉測定を実行する
ことができる。例えば、チャネル品質モジュール８２５は、図５Ａおよび５Ｂを参照して
上で説明されたように、ＣＳＩ報告のために、ＳＣｅｌｌｓのキャリアの測定を実行する
ことができる。キャリアアグリゲーションモジュール８３０は、キャリアアグリゲーショ
ンのためにＵＥ１１５－ｂを設定することに関連付けられた機能を実行することができる
。例えば、キャリアアグリゲーションモジュール８３０は、１つまたは複数のＳＣｅｌｌ
ｓのスケジューリングおよびアクティブ化／非アクティブ化を設定することを含む、ＵＥ
１１５－ｂに関する１つまたは複数のＳＣｅｌｌｓを設定するためにメッセージング（例
えば、ＤＣＩ、ＲＲＣ、ＭＡＣ、等）を処理することができる。
【０１１２】
　[0126]メモリ８１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）を含むことができる。メモリ８１５は、実行されたとき、プロセッサモジュール８
０５に、本明細書で説明されている様々な機能（例えば、呼処理、データベース管理、キ
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ャリアモードインジケータの処理、ＣＳＩ設定にしたがって休止中のＳＣｅｌｌｓに関す
るＣＳＩを報告すること、等）を実行させるように構成されている命令を含む、コンピュ
ータ可読な、コンピュータ実行可能なソフトウェア／ファームウェアコード８２０を記憶
することができる。代わりとして、ソフトウェア／ハードウェアコード８２０は、プロセ
ッサモジュール８０５によって直接実行可能ではないけれども、（例えば、コンパイルさ
れ、実行されるときに）、コンピュータに、本明細書で説明されている機能を実行させる
ように構成されうる。プロセッサモジュール８０５は、例えば、中央処理ユニット（ＣＰ
Ｕ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、等のインテリジェン
トハードウェアデバイスを含むことができる。
【０１１３】
　[0127]図９は、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境における
休止中セルに関する、動的なセルモードインジケーション、ならびにチャネルおよび干渉
フィードバックを報告することのためのデバイス９００を図示している。デバイス９００
は、図１および２を参照して説明されたｅＮＢ１０５のうちの１つまたは複数の態様の例
でありうる。デバイス９００は、受信機９０５、キャリアアグリゲーション設定モジュー
ル９１０、休止インジケーションモジュール９１５、および送信機９２０を含むことがで
きる。デバイス９００はまた、プロセッサ（図示せず）を含むことができる。これらのコ
ンポーネントの各々は、互いに通信状態にありうる。
【０１１４】
　[0128]受信機９０５は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネル
、等）に関連付けられたパケット、ユーザデータ、または制御情報のような情報を受信す
ることができる。受信機９０５は、１つまたは複数のキャリアをわたって様々な情報チャ
ネルを受信することができる。受信された情報９０７は、キャリアアグリゲーション設定
モジュール９１０およびデバイス９００の他のコンポーネントに、渡されうる。
【０１１５】
　[0129]キャリアアグリゲーション設定モジュール９１０は、プライマリキャリア（例え
ば、ＰＣｅｌｌ）および１つまたは複数のセカンダリキャリア（例えば、ＳＣｅｌｌｓ）
を含む複数のキャリアを使用する１つまたは複数のＵＥ１１５との通信のための設定を、
基地局１０５で確立するための手段でありうる。キャリアアグリゲーション設定モジュー
ル９１０は、キャリアアグリゲーションのためにキャリア（例えば、ＰＣｅｌｌｓおよび
ＳＣｅｌｌｓ）ならびにＵＥ１１５を設定することに関連付けられた機能を実行すること
ができる。例えば、キャリアアグリゲーション設定モジュール９１０は、１つまたは複数
のＳＣｅｌｌｓのスケジューリングおよびアクティブ化／非アクティブ化を設定すること
を含む、１つまたは複数のＳＣｅｌｌｓを使用するキャリアアグリゲーション用に、１つ
または複数のＵＥを設定するためにメッセージング（例えば、ＤＣＩ、ＲＲＣ、ＭＡＣ、
等）を処理することができる。キャリアアグリゲーション設定モジュール９１０は、例え
ば、１つまたは複数のＵＥに関するスケジューリング情報に基づいて、ＳＣｅｌｌが休止
中である時間期間を決定することができる。いくつかのケースでは、キャリアアグリゲー
ション設定モジュール９１０は、例えばＵＥ１１５に、基準信号（例えば、ＣＲＳ、ＣＳ
Ｉ－ＲＳ、ＰＲＳ、等）を送信するためのスケジュールを調整することができる。基準信
号を送信するためのスケジュールを調整することは、セカンダリキャリアが休止中である
ことに基づきうる。いくつかのケースでは、キャリアアグリゲーション設定モジュール９
１０は、基準信号送信の周波数（すなわち、時間周波数）を低減することができる。
【０１１６】
　[0130]休止インジケーションモジュール９１５は、例えば、キャリアアグリゲーション
設定モジュール９１０から受信された１つまたは複数の信号９１３に基づいて、１つまた
は複数のセカンダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中である
と、１つまたは複数のＵＥに示すための手段でありうる。一実施形態では、それは、セカ
ンダリキャリアに関連付けられた探索空間において、インジケーションを含む制御シグナ
リングを送信（例えば、ブロードキャスト、マルチキャスト、ユニキャスト、等）する（
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またはインジケーションを含むメッセージをスケジューリングする）ための手段でありう
る。いくつかのケースでは、制御シグナリングは、ＤＣＩフォーマット１Ｃにしたがって
送信されうる。一実施形態では、休止インジケーションモジュール９１５は、１つまたは
複数のセカンダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが、予め決定され
た時間期間の間、非休止中であるというインジケーションの送信を省略するための手段で
ありうる。
【０１１７】
　[0131]送信機９２０は、デバイス９００の他のコンポーネントから受信された１つまた
は複数の信号９１７を送信することができる。いくつかの実施形態では、送信機９２０は
、トランシーバモジュールにおいて受信機９０５と併置されうる。送信機９２０は単一の
アンテナを含むことができる、またはそれが複数のアンテナを含むことができる。送信機
９２０は、休止インジケーションモジュール９１５と協調して、１つまたは複数のセカン
ダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるというインジケ
ーションを送信（例えば、ブロードキャスト、マルチキャスト、ユニキャスト、等）する
ための手段でありうる。インジケーションは、いくつかのケースでは、周期的または非周
期的に送信されうる。いくつかの実施形態では、それは、セカンダリキャリアとは異なる
キャリアによってインジケーションを送信するための手段でありうる。例えば、ＰＣｅｌ
ｌは、ＳＣｅｌｌが休止中であることをプライマリキャリア上で送信することができる。
他のケースでは、それは、ＳＣｅｌｌに関連付けられたセカンダリキャリア上で、ＳＣｅ
ｌｌに関するインジケーションを送信するための手段でありうる。
【０１１８】
　[0132]図１０は、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境におけ
る休止中セルに関する、動的なセルモードインジケーション、ならびにチャネルおよび干
渉フィードバックを報告することのために設定されうる通信システム１０００を図示して
いる。システム１０００は、図１および図２のシステム１００または２００の態様の例で
ありうる。システム１０００は、図９の、デバイス９００の機能およびコンポーネントを
組み込むことができる、ｅＮＢ１０５－ｂを含む。
【０１１９】
　[0133]いくつかのケースでは、ｅＮＢ１０５－ｂは、１つまたは複数の有線バックホー
ルリンクを有することができる。ｅＮＢ１０５－ｂは、コアネットワーク１３０－ａへの
有線バックホールリンク（例えば、Ｓ１インターフェース等）を有することができる。ｅ
ＮＢ１０５－ｂはまた、基地局間通信リンク（例えば、Ｘ２インターフェース等）を介し
て、基地局１０５－ｍおよび基地局１０５－ｎのような、他の基地局１０５と通信するこ
とができる。基地局１０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵ
Ｅ１１５と通信することができる。いくつかのケースでは、ｅＮＢ１０５－ｂは、基地局
通信モジュール１０２０を利用して、他の基地局、例えば１０５－ｍまたは１０５－ｎ、
と通信することができる。いくつかの実施形態では、基地局通信モジュール１０２０は、
基地局１０５のいくつか間に通信を提供するために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信
ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを提供することができる。いくつかの実施形
態では、ｅＮＢ１０５－ｂは、コアネットワーク１３０－ａを通じて他の基地局と通信す
ることができる。いくつかのケースでは、ｅＮＢ１０５－ｂは、ネットワーク通信モジュ
ール１００５を通じてコアネットワーク１３０－ａと通信することができる。
【０１２０】
　[0134]ｅＮＢ１０５－ｂのためのコンポーネントは、図１および図２のｅＮＢ１０５、
または図９のデバイス９００に関して上で説明された態様を実装するように構成され得、
いくつかの態様は、簡潔さのために、ここでは繰り返されない。例えば、ｅＮＢ１０５－
ｂは、セカンダリセルの１つまたは複数が休止中であるかどうかを、セカンダリセルによ
ってサービス提供されるＵＥ１１５に示すように構成されうる。それは、デバイス９００
のキャリアアグリゲーション設定モジュール９１０および休止中インジケーションにモジ
ュール９１５の例でありうるキャリアアグリゲーション設定モジュール９１０－ａおよび
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休止インジケーションモジュール９１５－ａを含むことができる。
【０１２１】
　[0135]ｅＮＢ１０５－ｂは、プロセッサモジュール１０２５、（ソフトウェア（ＳＷ）
１０３５を含む）メモリ１０３０、トランシーバモジュール１０４０、およびアンテナ（
複数を含む）１０４５を含むことができ、それらは各々、（例えば、バスシステム１０５
０をわたって）互いに、直接的または間接的に、通信状態にありうる。トランシーバモジ
ュール１０４０は、アンテナ（複数を含む）１０４５を介して、マルチモードデバイスで
あり得る、ＵＥ１１５と双方向で通信するように構成されうる。トランシーバモジュール
１０４０（またはｅＮＢ１０５－ｂの他のコンポーネント）はまた、アンテナ１０４５を
介して、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）と双方向で通信するように構成されう
る。トランシーバモジュール１０４０は、パケットを変調してその変調されたパケットを
送信のためにアンテナ１０４５に提供する、およびアンテナ１０４５から受信されたパケ
ットを復調する、ように構成されたモデムを含むことができる。ｅＮＢ１０５－ｂは、各
々１つまたは複数の関連付けられたアンテナ１０４５と共に、多数のトランシーバモジュ
ール１０４０を含むことができる。トランシーバモジュールは、図９の組み合わされた受
信機９０５および送信機９２０の例でありうる。
【０１２２】
　[0136]メモリ１０３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（
ＲＯＭ）を含むことができる。メモリ１０３０はまた、実行されたときに、プロセッサモ
ジュール１０２５に、本明細書で説明されている様々な機能（例えば、カバレージ増進技
法（coverage enhancement techniques）を選択すること、呼処理、データベース管理、
メッセージルーティング、等）を実行させるように構成されている命令を含む、コンピュ
ータ読取り可能な、コンピュータ実行可能なソフトウェアコード１０３５を記憶すること
ができる。代わりとして、ソフトウェア１０３５は、プロセッサモジュール１０２５によ
って直接実行可能ではないけれども、例えば、コンパイルされ、実行されるときに、コン
ピュータに、本明細書で説明されている機能を実行させるように構成されうる。
【０１２３】
　[0137]プロセッサモジュール１０２５は、例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイ
クロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、等のインテリジェントハードウ
ェアデバイスを含むことができる。プロセッサモジュール１０２５は、エンコーダ、キュ
ー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、デジタルシグナ
ルプロセッサ（ＤＳＰ）、等のような、様々な特別用途のプロセッサを含むことができる
。
【０１２４】
　[0138]図１０のアーキテクチャにしたがって、ｅＮＢ１０５－ｂは、基地局通信モジュ
ール１０２０をさらに含むことができる。基地局通信モジュール１０２０は、他の基地局
１０５との通信を管理することができる。通信管理モジュールは、他の基地局１０５と連
携するＵＥ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含むこと
ができる。例えば、基地局通信モジュール１０２０は、ＵＥ１１５への送信のためのスケ
ジューリング、またはビームフォーミングもしくはジョイント送信のような様々な干渉緩
和技法を実行することができる。
【０１２５】
　[0139]図１１Ａは、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境にお
ける動的セルモードインジケーションのための方法を例示しているフローチャート１１０
０－ａである。本明細書におけるステップは、図１、２、および８のＵＥ１１５、または
図６－７のデバイス６００もしくは７００によって達成されうる。
【０１２６】
　[0140]ブロック１１０５で、ＵＥは、休止中インジケーションのためにモニタリングす
ることができる。一実施形態では、これが、少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止
中であるというインジケーション（例えば、周期的インジケーション、非周期的インジケ
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ーション、等）のために、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリ
アのうちからの１つのキャリアをモニタリングすることを含むことができる。いくつかの
ケースでは、インジケーションに対応する予め決定された時間期間は、１つまたは複数の
無線フレームを備えることができる。それはまた、１つまたは複数の無線サブフレームを
備えることができる。一実施形態では、モニタリングは、休止モニタリングモジュール７
０５によって達成されうる。
【０１２７】
　[0141]いくつかのケースでは、キャリアをモニタイングすることは、インジケーション
を含むメッセージを含む、またはスケジューリングするブロードキャスト、マルチキャス
ト、またはユニキャストされた制御シグナリングに関して、予め定義された時間インター
バルで、キャリアの探索空間をモニタリングすることを備えることができる。いくつかの
ケースでは、キャリアは、インジケーションのためにモニタリングされたキャリアを備え
る。他のケースでは、プライマリキャリアおよびインジケーションのためにモニタリング
されたキャリアは、異なるキャリアを備える。一実施形態では、インジケーションのため
にモニタリングすることは、少なくとも１つのセカンダリキャリアのアクティブ化状態に
基づく。
【０１２８】
　[0142]ブロック１１１０で、ＵＥは、インジケーションが受信されたかどうかを決定す
ることができる。一実施形態では、休止決定モジュール７１０は、インジケーションに基
づいて、少なくとも１つのセカンダリキャリアが予め決定された時間期間（例えば、１、
２、４、５、８、１０等のフレーム）の間、または予め決定された時間期間中の選択され
たサブフレームの間）、休止中であるかどうかを決定することができる。
【０１２９】
　[0143]少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する休止中インジケーションがブロッ
ク１１１０で受信される場合、ＵＥは、ブロック１１１５で、少なくとも１つのセカンダ
リキャリアが予め決定された時間期間の間休止中であると決定することができる。一実施
形態では、少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する休止の決定が、ブロック１１１
０における送信された休止インジケータの存在によって、ブロック１１１５で決定される
。
【０１３０】
　[0144]少なくとも１つのセカンダリキャリアが予め決定された時間期間の間休止中でな
いと示すインジケーションがブロック１１１０で受信される場合、ＵＥは、ブロック１１
２０で、少なくとも１つのセカンダリキャリアが予め決定された時間期間の間、休止中で
ないと決定することができる。いくつかのケースでは、ブロック１１１０における休止中
インジケーションの欠如が、ブロック１１２０で、少なくとも１つのセカンダリキャリア
が予め決定された時間期間の間休止中でないと示すことができる。
【０１３１】
　[0145]図１１Ｂは、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境にお
ける動的セルモードインジケーションのための方法を例示しているフローチャート１１０
０－ｂである。本明細書におけるステップは、図１、２、および８のＵＥ１１５、または
図６－７のデバイス６００もしくは７００によって達成されうる。
【０１３２】
　[0146]ブロック１１２５で、ＵＥは、１つまたは複数のセカンダリキャリアに関するセ
ル休止に関連するインジケーションのためにモニタリングすることができる。一実施形態
では、これが、１つまたは複数のセカンダリキャリアが休止中であるというインジケーシ
ョン（例えば、周期的インジケーション、非周期的インジケーション、等）のために、プ
ライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアのうちからの１つのキャリ
アをモニタリングすることを含むことができる。いくつかのケースでは、インジケーショ
ンに対応する予め決定された時間期間は、１つまたは複数の無線フレームを備えることが
できる。それはまた、１つまたは複数の無線サブフレームを備えることができる。一実施
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形態では、モニタリングは、休止モニタリングモジュール７０５によって達成されうる。
一実施形態では、インジケーションのためにモニタリングすることは、１つまたは複数の
セカンダリキャリアのアクティブ化状態に基づく。
【０１３３】
　[0147]ブロック１１３０で、ＵＥは、休止関連インジケーションの不在が休止のインジ
ケーションとして解釈されうると決定することができる。例えば、ＵＥは、１つまたは複
数のセカンダリキャリアのうちのセカンダリキャリアに関する休止に関連する制御シグナ
リングの不在が、キャリアが予め決定された時間期間の間休止中になることを意味すると
見なすことができる。
【０１３４】
　[0148]ブロック１１３５で、インジケーションの不在が１つまたは複数のセカンダリキ
ャリアのうちの少なくとも１つのセカンダリキャリアに関して検出される場合、ＵＥは、
少なくとも１つのセカンダリキャリアが予め決定された時間期間の間休止中であると決定
することができる。
【０１３５】
　[0149]休止に関連するインジケーションが１つまたは複数のセカンダリキャリアのうち
の少なくとも１つのセカンダリキャリアに関して、ブロック１１３０で受信される場合、
ＵＥは、少なくとも１つのセカンダリキャリアが予め決定された時間期間の間休止中でな
いと決定することができる。いくつかのケースでは、休止に関連するインジケーションは
、予め決定された時間期間のサブ期間に関する情報を含むことができる。例えば、インジ
ケーションは、少なくとも１つのセカンダリキャリアがアクティブである無線フレーム内
のサブフレームを示すことができる。ＵＥは、少なくとも１つのセカンダリキャリアが他
のサブフレームの間休止中であると決定することができる。
【０１３６】
　[0150]図１２は、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境におけ
る休止中セルに関するチャネルおよび干渉フィードバックを報告するための方法を例示し
ているフローチャート１２００である。本明細書におけるステップは、図１、２、および
８のＵＥ１１５、または図６－７のデバイス６００および７００によって達成されうる。
【０１３７】
　[0151]ブロック１２０５で、ＵＥ１１５は、少なくとも１つのセカンダリキャリアが休
止中であると決定することができる。ＵＥ１１５は、例えば、セル休止のインジケーショ
ンに基づいて、またはセカンダリセルによって送信されたキャリアにおける信号からセル
休止を推測することに基づいて、少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると
決定することができる。
【０１３８】
　[0152]ブロック１２１０で、ＵＥ１１５は、周期的および／または非周期的ＣＳＩ報告
を抑制すべきかどうかを決定することができる。一実施形態では、ＵＥ１１５は、周期的
なＣＳＩ報告または非周期的なＣＳＩ報告のうちの１つまたは複数、あるいはそれらの組
み合わせのために少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ報告を抑制するこ
とができる。
【０１３９】
　[0153]ブロック１２１５で、ＵＥ１１５は、ＣＳＩ計算に休止期間を含むべきかどうか
を決定することができる。いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５は、少なくとも１つのセ
カンダリキャリアが非休止中であった少なくとも１つの時間期間中の少なくとも１つのセ
カンダリキャリアのチャネル測定に基づいてＣＳＩを報告することを備えるＣＳＩ報告設
定を決定することができる。いくつかの実施形態では、ＵＥは、休止期間の間の測定に基
づいて、干渉測定（例えば、ＩＭＲ等）を報告することができる。
【０１４０】
　[0154]ブロック１２２０で、ＵＥ１１５は、ＣＳＩ報告設定を決定することができる。
一実施形態では、ＵＥ１１５は、少なくとも１つのセカンダリキャリアが予め決定された
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時間期間の間休止中であるという決定に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの
セカンダリキャリアに関するＣＳＩ報告設定を決定することができる。いくつかのケース
では、その設定は、少なくとも１つの時間期間からのチャネル測定を平均化することを備
える。いくつかのケースでは、その設定は、予め決定された時間期間中の少なくとも１つ
のセカンダリキャリアに関する測定に基づいて、ＣＳＩを報告することを備えることがで
きる。いくつかのケースでは、報告されたＣＳＩは、少なくとも１つのセカンダリキャリ
アのチャネル測定、少なくとも１つのセカンダリキャリアの干渉測定、またはそれらの組
み合わせ、のうちの１つまたは複数を備えることができる。
【０１４１】
　[0155]図１３Ａは、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境にお
ける動的セルモードインジケーションのための方法を例示しているフローチャート１３０
０－ａである。このフローチャートにおけるステップは、図１、２、および１０に関する
基地局１０５、または図９に関するデバイス９００のコンポーネントによって達成されう
る。
【０１４２】
　[0156]ブロック１３０５で、ＵＥにサービス提供するセルは、多数のキャリアを使用す
るＵＥとの通信のための設定を確立することができる。一実施形態では、サービス提供セ
ルは、基地局で、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアを含む
複数のキャリアを使用する少なくとも１つのＵＥとの通信のための設定を確立することが
できる。ブロック１３１０で、サービス提供セルは、セカンダリキャリア（例えば、ＳＣ
ｅｌｌ）が休止中になるかどうかを決定することができる。
【０１４３】
　[0157]ブロック１３１５で、どのキャリアも休止中でない場合、どのインジケーション
も送られないことがある。一実施形態では、サービス提供セルは、１つまたは複数のセカ
ンダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが、予め決定された時間期間
の間休止中であるというインジケーションの送信を省略することができる。
【０１４４】
　[0158]ブロック１３２０で、セカンダリセルが休止中である場合、サービス提供セルは
、セカンダリセルが休止中であるというインジケーションをＵＥに送るべきかどうかを決
定することができる。一実施形態では、インジケーションが、セカンダリセルとは異なる
セルによって送信されうる。例えば、ＳＣｅｌｌが休止中である場合、ＰＣｅｌｌは、プ
ライマリキャリアをわたってインジケーションを送信することができる。一実施形態では
、プライマリセルが、例えば周期的または非周期的に、少なくとも１つのＵＥに、１つま
たは複数のセカンダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であ
ると示すことができる。一実施形態では、これらのステップが、休止インジケーションモ
ジュール９１５によって達成されうる。一実施形態では、プライマリセルが、１つまたは
複数のセカンダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが、予め決定され
た時間期間の間休止中であるというインジケーションを送信することができる。いくつか
のケースでは、これが、セカンダリキャリアに関連付けられた探索空間において、ダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）を送信することを備えることができる。探索空間は、少なくと
も１つのＵＥに関して、共通またはＵＥ特有の探索空間を備えることができる。一実施形
態では、ＤＣＩが、ＤＣＩフォーマット１Ｃにしたがって送信される。
【０１４５】
　[0159]図１３Ｂは、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境にお
ける動的セルモードインジケーションのための方法を例示しているフローチャート１３０
０－ｂである。このフローチャートにおけるステップは、図１、２、および１０に関する
基地局１０５、または図９に関するデバイス９００のコンポーネントによって達成されう
る。
【０１４６】
　[0160]ブロック１３２５で、ＵＥにサービス提供するセルは、多数のキャリアを使用す
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るＵＥとの通信のための設定を確立することができる。一実施形態では、サービス提供セ
ルは、基地局で、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアを含む
複数のキャリアを使用する少なくとも１つのＵＥとの通信のための設定を確立することが
できる。ブロック１３３０で、サービス提供セルは、セル（例えば、ＳＣｅｌｌ）が休止
中になるかどうかを決定することができる。
[0161]ブロック１３３５で、どのセルも休止中でない場合、どのインジケーションも送ら
れないことがある。一実施形態では、サービス提供セルは、１つまたは複数のセカンダリ
キャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが、予め決定された時間期間の間非
休止中であるというインジケーションの送信を省略することができる。
【０１４７】
　[0162]ブロック１３４０で、セカンダリセルが休止中である場合、休止中になるセカン
ダリセルが、セカンダリセルによってサービス提供されるＵＥに、それが休止中であると
いうインジケーションを送ることができる。一実施形態では、セカンダリセルが、セカン
ダリセルに関連付けられたセカンダリキャリアをわたって休止のインジケーションを送る
ことができる。別の実施形態では、休止中セカンダリセルは、セカンダリキャリアをわた
って休止中インジケーションを送信することを省略することができ、ＵＥは、信号の不在
に応答して、セカンダリキャリアが休止中であることを推測することができる。一実施形
態では、セカンダリセルは、例えば周期的または非周期的に、少なくとも１つのＵＥに、
１つまたは複数のセカンダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止
中であると示すことができる。一実施形態では、これが、休止インジケーションモジュー
ル９１５によって達成されうる。一実施形態では、送信機９２０は、１つまたは複数のセ
カンダリキャリアからの少なくとも１つのセカンダリキャリアが、予め決定された時間期
間の間休止中であるというインジケーションを送信することができる。いくつかのケース
では、これが、セカンダリキャリアに関連付けられた探索空間において、ダウンリンク制
御情報（ＤＣＩ）を送信することを備えることができる。探索空間は、少なくとも１つの
ＵＥに関して、共通またはＵＥ特有の探索空間を備えることができる。一実施形態では、
ＤＣＩは、ＤＣＩフォーマット１Ｃにしたがって送信される。
【０１４８】
　[0163]図１４は、様々な実施形態にしたがった、キャリアアグリゲーション環境におけ
る休止中セルに関する基準信号送信を調整するための方法を例示しているフローチャート
１４００である。このフローチャートにおけるステップは、図１、２、および１０に関す
る基地局１０５、または図９に関するデバイス９００のコンポーネントによって達成され
うる。
【０１４９】
　[0164]ブロック１４０５で、サービス提供セルは、多数のキャリアを使用する通信のた
めに設定されたＵＥを識別することができる。いくつかの例では、サービス提供セルは、
例えば鵜数のキャリアのうちのプライマリキャリアおよびセカンダリキャリアのためのサ
ービス提供基地局でありうる。他の例では、サービス提供セルは、セカンダリキャリアの
ためのサービス提供基地局であり得、プライマリキャリアは、第２の基地局によって送信
されうる。
【０１５０】
　[0165]ブロック１４１０でサービス提供セルは、セカンダリキャリアが休止中であると
決定することができる。一実施形態では、セカンダリキャリアが予め決定された時間期間
の間休止中でありうる。ブロック１４１５で、サービス提供セルは、基準信号（例えば、
ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＰＲＳ、等）を送信するためのスケジュールを調整することがで
きる。いくつかのケースでは、基準信号は、セカンダリキャリア上で送信され、スケジュ
ールは、セカンダリキャリアが休止中であると決定したことに基づいて、予め決定された
時間期間の間、調整される。一実施形態では、スケジュールを調整することは、セカンダ
リキャリアが休止中であると決定したことに基づいて、基準信号の送信の、時間周波数の
ような周波数を低減することを含む。いくつかの例では、基準信号のためのスケジュール
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は、非休止時間期間とは異なる周期またはオフセットでＣＳＩ－ＲＳを送信することを含
む。例えば、ＣＳＩ－ＲＳは、上で説明されたように、セカンダリセルが休止中である時
間期間の間のバースト期間中に送信されうる。いくつかのケースでは、方法はさらに、セ
カンダリキャリアがもはや休止中でないと決定すること、およびセカンダリキャリアがも
はや休止中でないと決定したことに基づいて、基準信号の送信の時間周波数を増大させる
こと、を含むことができる。
【０１５１】
　[0166]いくつかの例では、ＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳ信号に基づいて測定および報告するた
めの、セカンダリキャリアが休止中でないときとは異なる設定を含むＣＳＩ報告設定で、
セカンダリキャリアが休止中である時間期間の間設定されうる。一実施形態では、ブロッ
ク１４２０で、サービス提供セルは、ＵＥから少なくとも１つのＣＳＩ報告を受信するこ
とができ、それは、セカンダリキャリアが休止中である予め決定された時間期間の間のＣ
ＳＩ報告を含むことができる。少なくとも１つのＣＳＩ報告は、セカンダリキャリアが休
止中である予め決定された時間期間の間、ＣＳＩ報告設定にしたがって受信されうる。い
くつかのケースでは、少なくとも１つのＣＳＩ報告は、予め決定された時間期間の間、近
隣セカンダリキャリアに関連する情報を含むことができる。
【０１５２】
　[0167]添付図面に関係して上で述べられた詳細な説明は、実例的な実施形態を説明して
おり、実装されうるか、または請求項の範囲内にある実施形態のみ（the only embodimen
ts）を表すのではない。本説明全体にわたって使用されている「実例的」という用語は、
「好ましい」または「他の実施形態に対して有利である」ということではなく、「例、事
例、または例示としての役目をする」を意味する。詳細な説明は、説明されている技法の
理解を提供する目的で、具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技術は、これらの
具体的な詳細なしに実施されうる。いくつかの事例では、周知の構造およびデバイスは、
説明されている実施形態の概念を暖味にすることを回避するためにブロック図の形態で図
示されている。
【０１５３】
　[0168]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表されう
る。例えば、上記の説明全体を通して参照されうるデータ、命令、コマンド、情報、信号
、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、電磁場もしくは磁性粒子、
光学場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組み合わせによって表されうる。
【０１５４】
　[0169]本明細書における開示に関係して説明されている様々な例示的なブロックおよび
モジュールは、本明細書で説明されている機能を実行するように設計された、汎用プロセ
ッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル論理デバ
イス、ディスクリートゲートもしくはトランジスタ論理回路、ディスクリートハードウエ
アコンポーネント、またはそれらのあらゆる組み合わせを用いて、実装または実行されう
る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサでありうるが、代わりとして、このプロセッ
サは、任意の従来型のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステー
トマシン（state machine）でありうる。プロセッサはまた、コンピューテイングデバイ
スの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、多数のマイクロ
プロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、またはあらゆ
る他のそのような構成、としても実装されうる。
【０１５５】
　[0170]本明細書で説明されている機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行され
るソフトウェア、ファームウェア、またはそれらのあらゆる組み合わせで実装されうる。
プロセッサによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可
読媒体上で１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または送信されうる。他の例お
よび実装は、本開示および添付の請求項の趣旨および範囲内にある。例えば、ソフトウェ
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アの本質に起因して、上で説明された機能は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェ
ア、ハードワイヤリング、またはこれらの任意のものの組み合わせによって実行されるソ
フトウェアを使用して実装されうる。機能を実行する特徴はまた、様々な位置に物理的に
配置され得、それらは、機能の複数の部分が異なる物理的な位置において実装されるよう
に分配されることを含む。また、請求項を含む本明細書で使用される場合、「のうちの少
なくとも１つ」で始まるような項目のリストにおいて使用される場合の「または（ｏｒ）
」は、例えば「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」のリストが、Ａ、またはＢ、
またはＣ、またはＡＢ、またはＡＣ、またはＢＣ、またはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢ
およびＣ）を意味するような離接的なリスト（disjunctive list）を示す。
【０１５６】
　[0171]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にするあらゆる媒体を含む通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む
。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされうるあらゆる利用可能
な媒体でありうる。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、
ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディス
ク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態で所望の
プログラムコード手段を搬送または記憶するために使用されうる、および汎用もしくは専
用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされうるあらゆる
他の媒体を備えることができる。また、いずれの接続手段もコンピュータ可読媒体と適切
に名づけられる。例えば、ソフトウェアが、ウェブサイトから、サーバから、あるいは、
同軸ケーブル、光ファイパケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、また
は赤外線や、無線や、マイクロ波のようなワイヤレス技術を使用している他の遠隔ソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイパケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、また
は赤外線や、無線や、マイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。デ
ィスク（disk）およびディスク（disc）は、本明細書で使用される場合、コンパクトディ
スク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光学ディスク（disc）
、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk
）、およびブルーレイディスク（disc）を含み、ここにおいて、ディスク（disk）は大抵
、磁気的にデータを再生する一方で、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデ
ータを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１５７】
　[0172]本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするた
めに提供されている。本開示に対する様々な修正は、当業者に容易に明らかであり、本明
細書で定義された包括的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、他の
バリエーションに適用されうる。本開示全体を通して、「例」または「実例的」という用
語は、例または事例を示しており、言及された例に対するいかなる選好も暗示または要求
していない。したがって、本開示は、本明細書で説明されている例および設計に限定され
るものではなく、本明細書で開示されている原理および新規の特徴と一致する最大範囲を
与えられるものとする。
【０１５８】
　[0173]本明細書で説明されている技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ
、ＳＣ－ＦＤＭＡ、または他のシステムのような様々なワイヤレス通信システムのために
使用されうる。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば交換可能に
使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（
ＵＴＲＡ）等のような無線技術を実装することができる。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２
０００、ＩＳ－９５、ＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０および
Ａは一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘ、等と称される。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８
５６）は一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）
、等と称される。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭ
Ａの他の変形を含む。ＴＤＭＡシステムは、移動体通信のための全世界システム（ＧＳＭ
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（登録商標））のような無線技術を実装することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、ウル
トラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８
０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭａｘ）、ＩＥＥ
Ｅ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ等のような無線技術を実装することができる。Ｕ
ＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケ―ションシステム（
ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴ
Ｅアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの最新リリースであ
る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３
世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の組織による文書で説明さ
れている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト
２」（３ＧＰＰ２）という名称の組織による文書で説明されている。本明細書で説明され
ている技法は、上記で言及されたシステムおよび無線技術、それに加えて他のシステムお
よび無線技術のために使用されうる。しかしながら上記の説明は、例の目的でＬＴＥを説
明しており、ＬＴＥの専門用語が上記の説明のほとんどにおいて使用されているけれども
、その技法はＬＴＥアプリケーションを超えて適用可能である。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であると決定することと、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるという前記決定に少なくとも
部分的に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するチャネル状態情報
（ＣＳＩ）報告設定を決定することと、
　を備える、方法。
　［Ｃ２］
　前記ＣＳＩ報告設定は、
　周期的なＣＳＩ報告または非周期的なＣＳＩ報告のうちの１つまたは複数、あるいはそ
れらの組み合わせのために前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ報告
を抑制することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記ＣＳＩ報告設定は、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが非休止中であった少なくとも１つの時間期
間中の前記少なくとも１つのセカンダリキャリアのチャネル測定に基づいて、前記少なく
とも１つのセカンダリキャリアの第１の休止中の時間期間の間、ＣＳＩを報告することを
備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記ＣＳＩ報告設定は、前記少なくとも１つの時間期間からの前記チャネル測定を平均
化することをさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間の間の前記少なくとも１つの
セカンダリキャリアに関するＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定設定を決定することと
、
　前記ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）測定設定にしたがって、前記休止時間期間中に前
記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関するＣＳＩ－ＲＳ測定を実行することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定および前記決定されたＣＳＩ報告設定に基づいて、前記休止時間
期間の間のＣＳＩを報告することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定設定を決定することは、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアに関する発見基準信号設定に少なくとも部分
的に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリア上でＣＳＩ－ＲＳ送信のための
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スケジュールを決定すること、
　を備える、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中に近隣セカンダリキャリア
の少なくとも１つのＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を測定することと、
　前記近隣セカンダリキャリアの前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ測定、および前記決
定されたＣＳＩ報告設定に基づいて、ＣＳＩを報告することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記近隣セカンダリキャリアが、前記近隣セカンダリキャリアの物理セルインデックス
に少なくとも部分的に基づいて、前記休止時間期間中に前記少なくとも１つのＣＳＩ－Ｒ
Ｓを測定するために識別される、Ｃ７に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記ＣＳＩ報告設定は、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの休止時間期間中の前記少なくとも１つのセ
カンダリキャリアに関する測定に基づいて、ＣＳＩを報告することを備える、Ｃ１に記載
の方法。
　［Ｃ１０］
　前記報告されたＣＳＩは、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアのチャネル測定、
前記少なくとも１つのセカンダリキャリアの干渉測定、またはそれらの組み合わせ、のう
ちの１つまたは複数を備える、Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１の基地局で、プライマリキャリアおよびセカンダリキャリアを使用する通信のため
に設定された第１のユーザ機器（ＵＥ）を識別することと、
　前記セカンダリキャリアが休止中であると決定することと、
　前記セカンダリキャリアの少なくとも１つの休止時間期間の間、前記セカンダリキャリ
ア上で基準信号を送信するためのスケジュールを調整することと、
　を備える方法。
　［Ｃ１２］
　前記基準信号が、セル特有基準信号（ＣＲＳ）、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）、またはそれらの組み合わせ、のうちの１つ
または複数を備える、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記スケジュールを調整することは、
　前記セカンダリキャリアが休止中であると決定したことに基づいて、前記基準信号の送
信の時間周波数を低減することを備える、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記基準信号を送信するための前記スケジュールを調整することが、前記セカンダリキ
ャリアに関する発見基準信号設定に基づいて、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ
）に関する送信スケジュールを決定することを備える、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　前記プライマリキャリアは、第２の基地局によって送信される、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　前記ＵＥから、少なくとも１つのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を受信することをさ
らに備え、前記少なくとも１つのＣＳＩ報告が、前記セカンダリキャリアの前記休止時間
期間の間の近隣セカンダリキャリアに関連する情報を備える、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるというインジケーションのための
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、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアのうちからの１つのキ
ャリアをモニタリングすることと、
　前記インジケーションに基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中
であるかどうかを決定することと、
　を備える、方法。
　［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるかどうかを決定することは、
　前記インジケーションの存在に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが
、予め決定された時間期間の間休止中であると決定することを備える、Ｃ１７に記載の方
法。
　［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアが休止中であるかどうかを決定することは、
　キャリアモードインジケータの不在に基づいて、前記少なくとも１つのセカンダリキャ
リアが、予め決定された時間期間の間休止中であると決定することを備える、Ｃ１７に記
載の方法。
　［Ｃ２０］
　前記キャリアをモニタリングすることは、
　前記インジケーションを備えるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のための予め定義され
た時間インターバルで、前記キャリアの探索空間をモニタリングすることを備える、Ｃ１
７に記載の方法。
　［Ｃ２１］
　前記予め定義された時間インターバルは、１つまたは複数の無線フレームを備える、Ｃ
２０に記載の方法。
　［Ｃ２２］
　前記キャリアは、前記インジケーションのためにモニタリングされた前記キャリアを備
える、Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアおよび前記インジケーションのためにモニタ
リングされた前記キャリアは、異なるキャリアを備える、Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ２４］
　前記インジケーションのためにモニタリングすることは、前記少なくとも１つのセカン
ダリキャリアのアクティブ化状態に基づく、Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ２５］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　基地局で、プライマリキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリキャリアを含む複数
のセカンダリキャリアを使用する少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）との通信のための
設定を確立することと、
　前記少なくとも１つのＵＥに、前記１つまたは複数のキャリアからの少なくとも１つの
セカンダリキャリアが休止中であると示すことと、
　を備える、方法。
　［Ｃ２６］
　前記１つまたは複数のセカンダリキャリアからの前記少なくとも１つのセカンダリキャ
リアが休止中であると示すことは、
　前記１つまたは複数のセカンダリキャリアからの前記少なくとも１つのセカンダリキャ
リアが、予め決定された時間期間の間休止中であるというインジケーションを送信するこ
とを備える、Ｃ２５に記載の方法。
　［Ｃ２７］
　前記インジケーションを送信することは、
　前記１つまたは複数のセカンダリキャリアに関連付けられた探索空間においてダウンリ
ンク制御情報（ＤＣＩ）を送信することを備える、Ｃ２６に記載の方法。
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　［Ｃ２８］
　前記インジケーションを送信することは、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアとは異なるキャリアによって前記インジケー
ションを送信することを備える、Ｃ２６に記載の方法。
　［Ｃ２９］
　前記インジケーションを送信することは、
　前記少なくとも１つのセカンダリキャリアによって前記インジケーションを送信するこ
とを備える、Ｃ２６に記載の方法。
　［Ｃ３０］
　前記１つまたは複数のセカンダリキャリアからの前記少なくとも１つのセカンダリキャ
リアが休止中であると示すことは、
　前記１つまたは複数のセカンダリキャリアからの前記少なくとも１つのセカンダリキャ
リアが非休止中であるという周期的インジケーションの送信を省略することを備える、Ｃ
２５に記載の方法。

【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１Ａ】 【図１１Ｂ】

【図１２】 【図１３Ａ】
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【図１３Ｂ】 【図１４】
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